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2025 年東京大学・難関大学・医学部合格者インタビューをお届けします。

膨大な情報量になっていますが、グノーブルを活かして最大の効果を上げるための

ヒントがぎっしり詰まっていると思います。

これから大学受験をされる皆さんには、マーカー類を片手に、気になる発言や

参考になりそうな箇所に印をつけながら全編に目を通すことをおすすめします。

勉強を進めていく時に大切なことは、先輩の体験や先生の助言を参考にしながら、

徐々に自分に合った勉強法を確立していくことです。

このグノレットの中に、お手本にできることがあれば、ぜひお試しください。

また、勉強に行き詰まったり、気持ちが折れそうになったり、

迷いが生じることもあるでしょう。

そんな時には、改めてこのグノレットを開いて先輩たちの声に耳を傾けてみてください。

きっと勇気をもらえると思います。

2025 年７月　グノレット編集部
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鷲尾：私が「医学部を目指したい」
と思ったきっかけは、祖母がある病を
患っていたことです。小学生の時に、
それが現在の医療では治らない病気だ
と聞きすごく衝撃を受けました。そこ
から私は、「慢性疾患を抱える患者さ
んを支える医師になりたい」と思うよ
うになりました。
　高３の科目選択の時点では、他の理
系の学部も考えましたが、「やっぱり人
の健康を支える職業に就きたい」と思
い、医師を目指すことを決めました。
今のところは「研究職よりも、患者さ
んと向きあえる臨床医になりたい」と
考えています。
牧野：私はまず大学に惹かれました。
京都大学はとても自由な校風で、ま
た、歴史的な建造物や、自然に囲まれ
た暮らしにも魅力を感じました。
　医学部を目指したのは、中学２年生
と高校２年生の時に病気にかかって手
術を経験したからです。この時に受け
た精神的ショックから、「同じような境
遇の人たちの役に立てたら」と思うよ

うになりました。
平木：僕が法学部を志望したのは、法
律系の仕事をしている両親の影響で
す。もともと数学が苦手で、逆に国語
は好きで得意だったので、言葉を扱い
ながら世の中に貢献する仕事を目指し
たいという思いもありました。
　法曹業界にはいろいろ魅力的な仕事
もあり、将来のことは、まだはっきり
決めていません。周りの人からは「弁
護士に向いているんじゃない？」と言
われることもあるので、それも視野に
入れつつ、大学で勉強していく中で決
めていくつもりです。 
佐藤：医学部を目指すようになったの
は、進路を考え始めた高１の時期でし
た。もともと理系に進むことは決めて
いて、建築にも興味がありました。で
も自分の性格や資質を考えた時に医学
のほうが合っていると思い、進路を決
めました。
　父親や親戚など、身近に医師も多
く、全員が本当にストイックに医療の
ために身を削っている姿を見て、「かっ
こいいな」と思っていたのもあります。 

佐藤：僕は中学受験の頃、成績が良く
なくて小５から小６まで、母の勧めで
「グノリンク」に通っていました。
　大学受験グノーブルに通うことに
なったのは、中３の時です。先にグノ
に行っていた兄から「グノの英語はも
のすごくいいから、おまえも入れ」と
強く勧められ、中３から英語、高１の
９月からは数学を受講し始めました。 

平木：僕はもともと英会話の塾には
通っていて、高２になって本格的に受
験に向けた塾を探し始めました。
　そんな時に友達から「グノーブルは
少人数の授業で手厚く見てくれる」と
聞き、高２から英語、高３の９月から
は国語も取りました。
牧野：私は中学受験が終わったタイミ
ングで、大学受験のための塾を探し始
めていた母親に勧めてもらいました。
他の塾も含めていくつか体験授業を受
けてみたのですが、一番堅苦しさがな
くて、生徒と先生の距離が近いと感じ
たグノに決めました。中学１年から英
語と数学、高校１年の１年間で古文を
受講しました。
鷲尾：私は中学１年の夏から英語で入
りました。なかなか英語力が伸びずに
悩んでいた時に、母が他の学校の友達
から、グノの英語の評判を聞いて勧め
てくれたのがきっかけです。
　私はあまり他の塾との比較はせず、
「グノで頑張ろう」と思えていました。
数学はもともと個人塾に通っていまし
たが、「大学受験を本気でやりたいな

「進む道」を決めた

グノーブルとの出会い

ら、集団塾に行ったほうがいいよ」と
言われました。私は部活が忙しすぎ
て、いろいろな塾と比較検討する時間
がなく、『Gno-let』などを読むと数学
も評判なのが分かったので、「まず入っ
てみよう」ということで、高校１年か
ら数学も受けるようになりました。
牧野：私はスタートダッシュ講座＊でグ
ノに入りました。きっかけは、中学生
の数学を担当されていた先生がすごく
優しくしてくださったからです。一方
的に教えるのではなく、生徒一人ひと
りに向けて話す感じが「とてもいいな」
と思いました。
平木：高２以前に通っていた英会話の
塾は、文法や和訳よりも、話せるよう
になることに重点を置く授業でした。
しっかりした受験対策のために、グノ
に入ることにしました。
　他の塾の季節講習などにも通ってい
ましたが、大きな教室で 50 ～ 60 人
の生徒対１人の先生なので、先生との
距離も遠くて質問しづらい雰囲気でし
た。それに比べてグノは、授業中にも
一人ひとり見てもらえるし、直接メー
ルで先生とやりとりすることもできま
す。こういうところが「やっぱりグノ
で良かったな」と感じました。
佐藤：僕は中学受験の時に通っていた
塾であまりにも成績が悪く、塾の先生
にかなり威圧的に怒られたことが、ト
ラウマになっていました。だから、グ
ノを周囲から勧められた時も、そもそ
も塾に全然行きたくなくて、他の塾と
比較することすら面倒に感じていまし
た。でも、グノの春期講習に行ってみ
たら、嫌な印象を受けることもなくて
そのまま通塾を決めました。

佐藤：高１の頃から段々グノが楽しく
なり始めました。ある時、ふと「先生
方は、何年もかけて学んできたこと
を、惜しみなく自分たちに教えてくれ

ているんだ」と気づいたことがきっか
けです。先生方へありがたみを感じる
ようになって、それからは「先生の言っ
ていることを、できるだけ多く吸収す
るぞ」という気持ちで授業を受けまし
たし、ノートを取るにしても復習する
にしても、モチベーションが上がりま
した。 
平木：僕は高２まではずっとサボって
いたのですが、高３になると、読解の
授業で要約の点数を友達と競い合い、
「もっと高い点を取りたい」という気
持ちがモチベーションになっていまし
た。「何クソ」と思ったこともありま
すし、自分の課題が見つかることもあ
りました。黒板に点数分布を書かれる
時、自分の点数が一番低いところにあ
ると落ち込みました。逆に、高いとこ
ろにあると、心が軽くなって授業中も
よく発言できました。次の週の宿題を
終わらせて、「満点を取るぞ」と考えな
がら、毎回楽しく塾に通っていました。
　他塾でも演習はしますが、提出から
返却まで時間がかかることが多いよう
です。添削しているのも、多分講師で
はなくその係の方かもしれません。グ
ノは先生が添削して、コメントを付け
てくださることも多くて、「先生がよく
見てくれているんだな」というのを強
く感じていました。
牧野：私も「英語に本気で力を入れよ
う」と思ったのは高３の時です。高２
までは、宿題をとにかくこなそうとし
て適当になってしまうところもありま
したが、「グノで良い点数を取りたい」
という気持ちが出てきてからは、文章
を丁寧に正確に読む意識や、習慣が身
につきました。
　授業の内容もすごく濃くて、充実し
ていましたが、振り返るのは大変でし
た。授業中に行う演習時間はとても短
いので、先生の解説が始まるまでに解
き終わるよう頑張って英文を読みまし
た。当てられた時に間違えたり、低い
点数を取ったりすることもたくさんあ

りました。でも、そういう経験をバネ
に「頑張ろう」と思って取り組めまし
たし、先生たちが、私たちを応援して
くださっているのは、いつも感じてい
ました。
鷲尾：高２までは部活との両立が大変
でした。高３になってからは、「もっと
ちゃんと授業内容を吸収するように心
がけよう」と気持ちが前向きになりま
した。添削の点数が悪く、落ち込んで
泣きそうになったこともあります。で
も、先生から「できていないところこ
そが成長につながる」と言われていま
したし、「どう改善したらいいか？」は
あとから考えるようにして、まずは授
業の演習に集中して取り組むようにし
ました。
　グノで英語を学び始めた当初は、こ
れまでに受けてきた英語の授業とかな
り違っていたので困惑しました。授業
の密度が濃くて、復習も大変でした。
　でも、語源帳を作ってみるなど、先
生の教えてくださった通りにやってみ
たら、いつの間にか英語の語順のまま
読めるようになっていました。日本語
の構造に合わせて英文を読むのではな
く、ネイティブと同じような感覚で理
解するには、単語帳で覚えるより、語
源から英単語を理解することが重要な
のだと、今では確信を持って言えます。
高３の秋頃には、模試の成績が安定し
てきました。学校の先生からも、「春頃
と比べてすごくできるようになってい
るよ」と言っていただき、自分でも気

グノーブルの英語

＊  スタートダッシュ講座：新中１対象の講座（２～３月に開講）。

佐
さ

藤
とう

正
しょう

太
た

郎
ろう

さん
千葉大 医・世田谷学園 

平
ひら

木
き

航
こう

さん
京都大 法・海城

牧
まき

野
の

菜
な

奈
な

美
み

さん
京都大 医・ドルトン東京学園

本文中敬称略

牧
まき

野
の

菜
な

奈
な

美
み

さん（京都大 医・ドルトン東京学園）

鷲
わし

尾
お

明
あす

香
か

さん（横浜市立大 医・都立富士）

平
ひら

木
き

航
こう

さん（京都大 法・海城）

佐
さ

藤
とう

正
しょう

太
た

郎
ろう

さん（千葉大 医・世田谷学園）

（左から）19期生

PART

11
合
格者インタビュ

ー



43

づかないうちに伸びて
いたようです。「この
ままグノと自分を信じ
て頑張っていけば、
もっと英語が読めるよ

うになる」と思えるようになりました。
牧野：私も、語源から英単語を覚える
ということに、最初は少し戸惑いまし
た。でも、まずは実践！と続けてみた
ら、高３の夏頃には、単語の意味をイ
メージで捉えられるようになっていま
した。すると、英文を読んでいる時に
も、ネイティブのように語順通りに意
味が理解できるようになりました。
平木：「単語帳を使わない」というのは
特徴的だと思います。このことを春期
講習で初めて聞いた時は、「そんなわけ
ないだろ？」と、信じられない気持ち
でした。もともと英語の成績が特に悪
いわけでもなく、学校では日常的に単
語テストがあったので、しばらくは今
までどおり単語帳をやり続けました。
　でも７月頃から、「せっかくグノに
通っているんだったら、グノ式でやろ
う」と思い直しました。語源から覚え
ると、音読の時も自然な解釈ができ、
夏休みが終わる頃には、前より英語が
できるようになってきたのを実感しま
した。
　単語帳が絶対にダメだというわけで
はないです。でも「もっと高いところ
を目指してみよう」と思った時、やはり
限界に気づきました。特に、出題頻度
に合わせた単語帳だと、それぞれの意
味とは全然関係ない順番で単語が並ん
でいて、１対１で記号のように覚えて

いくことになり、柔軟性がありません。
佐藤：授業中、英語をそのままの順番
で読んでいく練習をしたことで、読む
スピードがすごく上がりました。今ま
でのように「この関係詞はここにかかっ
ているから、こっちを先に訳して、そ
のあとこれをつけて」みたいな作業を
しながら、前に戻って読み直すことも
なくなりました。
　高３の初めに先生が「単語帳は要ら
ない」と力説していた時は半信半疑で
したが、「こんなにオススメされるな
ら、１年間は信じてみよう」と思いまし
た。実際に続けてみたら、知らない単
語を見ても字面でイメージが湧くよう
になり、英文を読む上でアドバンテー
ジになりました。単語帳を使わなかっ
たことを今は全く後悔していません。

鷲尾：グノの音読で扱う文章は、必ず
しも身近なテーマのものではなく、日
本語でも自力で完全に理解し切れない
こともあります。
　だから授業を聞いて、筆者が言い
たいことをしっかり理解してから、今
度は自分が誰かに内容を伝えるつもり
で音読するのが一番効果的だと思いま
す。黙読だと、目が滑っていることに
気づけないので、音読よりも効果は落
ちてしまいます。
牧野：私も音読にはとても力を入れて
いて、学校への行き帰りの20～ 30分
は絶対に音読していました。黙読と
違って音読は、理解できていないとこ
ろがあると、そこで絶対に発音が止
まってしまいます。自分が分かってい
ない部分に気づき、丁寧に読み直せる
のが音読の良いところです。音読で毎
日目にする単語は、それをどういうふ
うに教わったかの記憶までセットで定
着しました。
平木：音読は、あまり「勉強している」
と意識せずに取り組めるのが良いとこ
ろです。これは先生もよく言っていた
ことですが、例えば数学で頭が疲れ

た時などにやるのがいいと思います。
ベッドに寝ころんだ状態でもできるの
で、楽しみながら英語を学べます。授
業中も、先生が音読しながら解説す
るので、自分で音読する時も、先生の
言っていた具体例などを思い出し、文
章の中身を理解できるようになりまし
た。
　先生との距離が近いので、「集中し
て授業を聞こう」と意識しなくても、
話す内容が自然と頭に入ってくること
が多かったです。先生の話は、迫力が
あってイメージも残りやすく、１週間
たってもちゃんと授業の内容を覚えて
いられました。
佐藤：音読を真面目に始めたのは、新
高３の授業が始まってからです。毎日
欠かさず、最低 15 分はやりました。
ただ音読するのではなく、意味を意識
しながら英語を口に出して読むと、少
しずつ、「今、自分は英語を読んだだ
けなのに、意味を理解できている」と
思う瞬間が多くなりました。読解の時
も「英語の文章を読んでいると、頭の
中でその文章の意味が再生されるよう
になるよ」と、先生が言っていた通り
になりました。

佐藤：毎回全然違う内容の、バラエ
ティーに富んだ教材で、飽きることな
く面白かったです。医療や教育、人間
など、いろいろなテーマを扱うので、
幅広い分野の知識が身につきました。
次に同じようなテーマの文章に接した
時にも理解しやすくなり、読解力をつ
ける上でもすごく有利になりました。

音読の底力

「知」が凝縮された英語教材

平木：日本語でも読んでみたい文章
が多くて、毎回面白いと思っていまし
た。時には、文章に先生からのメッ
セージが込められていると感じるもの
もありました。
牧野：教材が一冊の教科書ではなく、
プリントで毎週渡されることに毎回ワ
クワクしていました。家族との話題に
なるようなテーマもありました。
　私は医学部受験に向けて本腰を入
れたのが高３でしたが、その前からグ
ノで医療がテーマの文章を読ませても
らっていたので、進路を決める上でも
イメージが膨らみとても助かりました。
鷲尾：普段からグノの教材で、いろい
ろなテーマの文章を読んでいたので、
入試でどんなテーマが出ても「えっ？」
と思うことがなくなります。認知科学
の最前線の話題もグノの英語教材で扱
われました。「入試当日にどうやって実
力を発揮するか？」という内容の文章
です。この時に先生がおっしゃってい
たことを実践したら、落ち着いて試験
に臨めました。「あの文章を読んでい
て、良かった！」と思いました。

鷲尾：「英語力がすごく伸びたな」とい
う瞬間が２回ありました。１回目は、
上位クラスに上がれた時です。グノ
に入った当初は、下から２番目のクラ
スでしたが、楽しみながら授業を受け
て、「お帰り問題」に何回も取り組むう
ちに、英語の音を聞く習慣ができまし
た。そして、気づいたらすごく成績が
伸びて一気にクラスが上がり、そのあ

とはクラスが下がることはありません
でした。
　２回目は、高３で英語の新しい読み
方を学んだ時です。それまでは日本
人として英語を分析して読んでいたの
が、語順のまま前から読んで理解する
ことができるようになりました。
牧野：私は高３で英語に本気で向き合
うまで、英語を大学受験突破の道具と
しか思っていませんでした。グノの授
業で英語の言語文化を知り、ネイティ
ブスピーカーの頭の中を覗き見るよう
な感覚で英語と触れ合えたことで、
「文章を読んだり、人と話したりするた
めに、英語を学んでいる」と意識する
ようになりました。
平木：僕もグノに入るまで、英語は点
を取るための科目でしかありませんで
した。授業でいろいろなテーマの文章
を読み、実力がつくにつれてどんどん
楽しくなっていって、自分から英文に
触れるようになりました。
　例えば、博物館に行った時、英語で
書かれている説明を読んでみたり、「英
語の本を読んでみようかな？」と思っ
たり。そして読んでみると、グノで詳
しくやった単語が出てきて内容も理解
できました。授業外で楽しく英語に触
れるきっかけを与えてくれたのもグノ
です。
佐藤：以前は本当に英語力が低くて、
文法って何？というくらいでした。グ
ノに通い始めてからは、今まで知ら
なかったテーマの英文にたくさん出合
い、「英語を読むのが楽しい」と感じる
までになりました。 

佐藤：グノの数学で良かったところの
１つ目は、先生が演習中に一人ひとり
の様子を見てくれることです。テスト
演習でもそれぞれの答案に合わせた解
説をしてくれます。
　２つ目は、宿題が予習より復習メイ
ンだったことです。これは時間がない
中で、助かりました。復習では、授業

でやった解法を
使って他の問題
を解くこともでき
ました。
　３つ目は、ひらめきに頼らない解法
を教えてくれるところです。僕はもと
もと数学がすごく弱かったので、問題
集の解答を見ても、「この１手目をどう
やったら打てるんだ？」と、本当に納
得いかないことが多かったです。グノ
では、今まで学んだことを使った解き
方を論理的に教えてくれたので、理解
することも定着もしやすかったです。
平木：直前の季節講習で文系の数学を
受講しました。一番良かったのは、問
題のチョイスが本当に最高だったこと
です。文系の数学は理系よりも範囲が
狭くて、パターン問題を２つ３つ組み
合わせるタイプの問題など、頻出の部
分を漏れなく、網羅的にやっていただ
きました。
　「時間をかけたら解けるけど、時間内
だとどうかな？」というレベルの問題
を、テスト形式という、緊張感のある
中で解きました。問題集に載っている
ような有名な入試問題ではなく、初め
て見る問題を通して、発想力や計算力
を試すことができたおかげで、本番の
点につながったと感じます。
牧野：私も、問題のチョイスがすごく
素晴らしいと思いました。一つひとつ
の問題にメッセージ性があり、どの問
題もちゃんと数学の本質につながって
いて、その解き方が体系的にまとめら
れています。一つずつ武器を与えても
らうような感覚ですごく良かったです。
　例えば、体積を求める時も、「こうい
う時は xで切る」といった知識が表や
ベン図を使ってまとめられていて、そ
れが問題ごとにちゃんと違う解法につ
なげていけるようになっていました。
鷲尾：グノーブルの数学は、一つひと
つの問題に対する解法をただ教えるの
ではなく、「これが要求されている時
は、これをやる」など、体系的な思考
法をしっかり教えてくれるので、応用
力もついたし、解説を読んでいて「突

「グノーブルの英語」で
変化したこと

グノーブルの数学
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横浜市立大 医・都立富士
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飛でよく分からない」
ということが減りまし
た。
　セルフチェック
シート＊については当

初、「どうして毎回やらなきゃいけない
の？」と思った時もありました。でも、
ただ問題を解いて終わりにするのでは
なく、「どうして解けなかったのか？」
「自分の思考法には、何が抜けていた
のか？」と、答案を客観的に分析する
ことは、入試に向けて自分を高めてい
く中ですごく重要なことでした。セル
フチェックシートを使い、強制的に自
分と向き合うことで、段々とそのこと
が分かってきました。
牧野：私も「自分がどこで間違えたの
か？」をメモするようにしていました。
間違えた問題が段々と積み重なってい
くことで自分の像が見えてきて、本番
の入試も「自分はこういうところで間
違いやすいから気をつけよう」と意識
して取り組めました。
　自分の間違いを振り返ることで、次
に同じような問題に出合った時に「自
分はここまでできるようになった」と
実感できるので、書き残すことは大切
だと思います。
佐藤：セルフチェックシートには、問
題ごとに自分を分析する欄と、完全に
フリーで書ける欄があって、僕もテス
ト演習でミスしたところをひたすら書
き留めていました。書いた内容を次回
のセルフチェックシートにも引き継い
で、どんどんミスの記録を貯めていき
ました。
　例えば、「この思考法が足りていな
かった」と思ったら、まずそれをセル
フチェックシートに書いて、さらに毎
週配られるセルフチェックシートにも
どんどん写していって、最後のセルフ
チェックシートは「自分のミスがいっ
ぱい書いてある」という状態にします。
そうすると、「ずっと同じミスを繰り返

している」とか「この思考法は、意識
していたつもりでもつい抜けてしまう」
といった、自分の癖が見えてきて、ミ
スを減らせます。それを受験直前に見
返し、「これとこれは気をつけよう」と
意識して本番に臨めました。

平木：僕が取っていたのは難関国語で
す。二次試験に漢文を使う人はあまり
いないと思いますが、僕も現代文と古
文を受講していました。現代文は、授
業内で演習した答案を、解説の前に全
部添削して返してくれるシステムでし
た。いつも詳しく添削・採点してもら
えて、本当にすぐ見直せるのが良かっ
たです。学校でも添削はしてもらえま
したが、返ってくるのが１週間後で、
自分がどこに悩んだのか記憶が薄れた
状態で復習することになります。それ
だと効果が低いと思います。
　古文はレパートリーが多くあるわけ
ではないので、「こういう話の時はこう
いう展開を予測して」というように、
割とテクニック重視でした。文法事項
など、本当に受験に必要なことがすべ
て詰まっている授業でした。市販の古
文の単語帳にプラスアルファの単語を
覚えていかないと、難関校では戦えま
せん。そういうことも詳しく教えてい
ただきました。
牧野：高１の時に古文を受けました。
授業では、物語の長い一節を１週間ご
とに区切って読み、物語自体を楽しむ
ことができました。毎週コラムのよう
なプリントが配られて、古典知識や物
語の面白さなどを先生が伝えてくださ
います。昔の着物や牛車を紹介するイ
ラストもあって、興味深かったです。
　古文単語も、グノでは英語と同じ
ように漢字の語源から覚えるスタイル
だったので、とても覚えやすかったで
す。

鷲尾：高３の夏期講習と直前講習で医
療系小論文の授業を受けていました。
最初からいきなり小論文を書かされた
のには少し戸惑いましたが、とにかく
添削がいつも丁寧で、細かいところま
で見てくださったのが印象的でした。
　先生は、できた時は褒めてくださる
し、できていない時は「こういうふう
にするといいよ」と分かりやすく伝え
てくださいます。少ない授業の中で着
実に成長できるようにしてくださって
いるのが分かりました。受験直前期ま
でメールでたくさん添削をしていただ
きましたが、グノの添削は、返信が断
然速くて（笑）役立ちました。

鷲尾：私は、何かにつまずいた時、親
や先生にすぐ相談するほうです。結構
長い間、グノの数学についていくのに
苦労していた時期もありました。思い
切って先生に相談してみると、「クラス
の中では、ちゃんとできて、頑張って
いるほうだよ」と言ってくださったり、
今後の授業計画を示しながら、「ここを
頑張っていけば大丈夫」というふうに
伝えてくださったので、最後まで諦め
ずに頑張り続けることができました。
　私は少し自分に自信を持てないとこ
ろがあるので、他の人から具体的な評
価をもらえると安心します。グノの先
生は一人ひとりの生徒を丁寧に見てく

グノーブルの国語

グノーブルの小論文で成長

いつも、そばに先生がいた

ださるので、相談することですごく安
心できました。
牧野：私はグノに通っていてモチベー
ションが下がることは特にありません
でした。英語も数学も点数が低ければ
「もっと頑張らないといけない」と思
い、高くても「サボったらすぐに落ち
てしまう」という危機感を持って勉強
を続けられました。でも、グノの環境
だったから自分をコントロールできて
いたのだと思います。
平木：グノ生は本当に優秀なので、英
語の要約や英作文の添削で自分の点数
が低くても、「まあ大丈夫だろう」と
いう安心感が逆にありました。もちろ
ん、教室に早く来たり、先生に質問し
たり、モチベーションの高い人たちを
見ると、「サボっているわけにはいかな
いな」とも思いました。自分の中では、
勉強をやる時とやらない時を明確に分
けるのが、モチベーション維持に役立
ちました。
佐藤：授業中先生に当てられたり、添
削の点数分布が公開されたり、数学の
場合は、テスト演習の上位ランキング
の名前が出たりして、「周りに優秀な人
がたくさんいるんだ」というのが実感
しやすい環境でした。そういう人たち
に「負けたくない」という思いもモチ
ベーション維持につながりました。
　モチベーションが低くなった時は、
医療ドキュメンタリーなどを見まし
た。もともと医師のストイックさに憧
れていたので、身を削って働く医師の
姿を見て、「自分もこうなりたいんだ」
と鼓舞しました。

佐藤：当たり前かもしれませんが教室
に入った時や帰る時に、先生が必ず「こ
んにちは」「さようなら」と言ってくれ
るのはグノならではだと思います。い
つも挨拶をしてくれるので、話しかけ
やすく、質問や相談もしやすかったで
す。自分が通っていた他塾の先生は、
授業になったら教室に入ってきて、終

わったらすぐ帰っていきました。 
平木：先生の印象は２つあります。１
つ目は、本当に明るいことです。ボソ
ボソ喋る先生はいません。
　２つ目は、名前を覚えてくださるこ
とです。英語の先生は、最初の授業で
生徒全員の名前を覚えてくれていまし
た。僕も、初対面なのに「平木君」と
呼ばれて、「え？」と驚きました。名前
を呼ばれると、親近感も湧いて発言も
しやすいですし、「先生に大事にしても
らえている」と感じました。
牧野：初回から膨大な内容だった英語
の授業のことはとても印象に残ってい
ます。復習するのが本当に大変なほど
でした。それほどたくさんのいろいろ
なことを教えてくださる先生は、これ
まで他にいなかったので、すごく驚き
ました。
　もう一人印象的だったのが数学の
先生です。中学３年生の時、ある問題
の解説に興味が湧いて質問に行きまし
た。すると先生は、高校教材の資料を
見せて「興味があるならこういう教材
で勉強するといいよ」と親身にアドバ
イスをしてくださいました。「グノは本
当に生徒一人ひとりを見てくださって
いるな」と実感した出来事です。
鷲尾：もう１つグノで魅力的なのが、
先生方がすごいパワーで授業を行って
いて、熱意にあふれていることです。
私も自然とそれに引き込まれますし、
「こんな熱を持って支えてくださってい
るなら大丈夫だ」という安心感も生ま
れました。
　塾の授業は学校と違って２時間連続
でやることが多いので、ずっと神経を
張り詰めているのは大変です。でも、
グノの先生は「ここが大事だよ」「これ
は絶対に覚えてね」という感じで教え
てくれるので、私も「ちゃんとメモし
ておこう」とか「復習の時は必ず思い
出すようにしよう」と、主体的に学ぶ
ようになりました。

鷲尾：先生が熱を持って一人ひとりを
きちんと見て授業してくださるので、
先生を信じて、グノの教え方に沿っ
て、「何が自分の成長につながるの
か？」を考えながら勉強していけば、
きっと成績がグッと上がると思いま
す。頑張ってください。
牧野：グノの授業はそれ自体がとても
素晴らしいのですが、そのあとの復習
が私は一番大切だと伝えたいです。
　私は、英語の音読をしながら、授業
中に言われたことを一つひとつ思い出
しました。
　数学でも、セルフチェックシートな
どで自分の間違えたところや授業内で
学んだことを復習する機会が設けられ
ています。
　「復習が自分の実力を上げた」と言
えるくらい本当に価値があることなの
で、後輩の皆さんにも復習を頑張って
もらいたいです。
平木：先生には、どしどし質問のメー
ルを送ったほうがいいです。臆さず
どんどん質問してほしいです。それか
ら、夏期講習などでは自習室がすぐ
いっぱいになるので、朝早くに行った
ほうがいいです。
佐藤：自分が伝えたいのは「グノを信
じ切ってやってほしい」ということで
す。例えば、自分は「音読をやろう」「数
学の典型問題をインプットしよう」と、
先生方から高３の間もすごく言われて
いました。後輩の皆さんには、グノを
信じ切って全力でやってもらえればと
思います。

グノーブルの先生

後輩へ伝えたいこと

＊  セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかった
か」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。
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＊１ 　Grammar Book：グノーブルの英文法解説書。英語の仕組みを理解して身につけることをグノーブルではとても大切にしているが、その英語の土台を「耳」と「口」
　　　を通して身体になじませてしまうことが本書の基本コンセプト。
＊２ 　Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、
　　　英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

小川：自分の学校では「東大を目指す」
と公言している生徒も多かったことも
あり、僕も迷うことなく東大を目指す
ことにしました。文科三類を志望した
のは、法律や経済よりも文学や社会学
に興味があったからです。
　受験勉強を通じて英語がすごく得意
で好きになったので、「将来的には海外
で働きたい」と考えています。
土屋：同級生や先輩の多くが、東京大
学に進学していました。自分も、進学
先で得られる将来の選択肢の広さや現
在の成績などを考えて、「東京大学に
行こうかな？」と思っていて、物化選
択だったので理一を目指すことにしま
した。
　将来は化学の研究をしたいと思って
います。中高６年間の蓄積とこれから
大学で学ぶことを合わせて、化学を自
分の武器にしていきたいです。
保田：学校の友達がみんな東大を目指
す中で、「友達と一緒の大学に行きた
い」「負けたくない」と思うようになり
ました。志望校はあとから変えること

もできるし、「まずは東大を目指して頑
張ってみよう」と思いました。
　僕は世界史と英語がすごく好きで、
世界史の中でも経済の歴史に興味があ
り、文二を選びました。将来の目標は
まだ漠然としていますが、国際的に活
躍できる人になりたいです。

保田：もともと他の塾で成績が伸び悩
んでいた時期に、仲の良い友達がみん
なグノに通っていて、「英語がすごくい
い」という話を聞いていました。グノ
の数学に通う友達も、「先生方がすごく
面白い」と言うので、高２の夏にグノ
に移りました。
　どんなに素晴らしい塾でも、僕は友
達がいなかったら、続けられなかった
かもしれません。そういう自分の弱み
もあったので、友達がいて、通いやす
くて、楽しめるグノに決めました。
土屋：入塾したのは中学１年生の早い
時期です。親から「英語は遅れたらつ
いて行きづらい」と聞いていたので、
僕も英語の塾に通うつもりでした。３
歳上の姉が、グノの英語を受けていて
「そんなにきつくないけれど、本質的な
ことを深く学べる」と話していたので、
グノーブルに決めました。
　今振り返ると、単なる受験対策にと
どまらず、“将来に活きる英語力 ”を
育ててもらえたと感じています。
小川：高校１年生の時に他塾に通って
いて、そこでは友達があまりいません
でした。授業もグノみたいに生徒が指
されて答えるのではなく、先生が話を

するだけの一方向型でした。僕はすぐ
に挫折して、３か月でやめました。
　しばらくは塾に通っていなかったの
ですが、高校２年生の１学期に学校の
実力試験ですごく悪い成績を取ってし
まい、夏期講習が受けられる塾を探す
ことにしました。ハンドボール部の友
達から「グノだったら、宿題はそこま
で多くないし、先生も指してくれるか
ら、授業に集中できるよ」という話を
聞きました。それまで、グノの名前も
聞いたことがなかったので、正直不安
はありました。
　夏期講習に参加してみると、毎回新
しいテキストがその場で配られるので
予習が少なくて済むし、大量の宿題が
出るわけでもなく、「ここから長い受験
生活をグノだったら続けられる」とい
う確信を得ました。

小川：まず授業中の演習は、先生の採
点基準が厳しいので、なかなか高得点
は取れません。僕はそれに対抗心を抱

「東大を目指す」ということ

グノーブルとの出会い

演習と添削で伸びた英語

いて、「次の授業ではもっといい点を
取って、先生を驚かしてやろう」とい
うマインドで参加していました。「で
きなかったところは授業中に絶対理解
してから帰るぞ」という気持ちにもな
りました。これらが毎授業のモチベー
ションでした。
土屋：高３からは添削が多くなりまし
た。それまで僕は「英語ができるほう
だ」と思っていましたが、サミングアッ
プ＊１では低い点数を取って、最初は萎
えることもありました。
　でも、学んでいく中で「そういう考
え方があるんだ」「新しいことを吸収で
きたのがすごく良かったな」と思える
ようになりました。授業ではまず自分
の力試しで解いてみるものの全然ダメ
で、でも最後には「成長できたな」と
実感しました。
保田：英語の演習は、家ではなかなか
できない貴重な機会でした。グノの授
業はただ英文を読むだけではなく、演
習後にしっかり解説もあって、語源か
ら文章の論理構造まで教えてもらえま
す。
　添削があることによって、自分で見
抜けなかった論理構造や、知らない単
語までが、１回の授業で洗いざらい明
らかになります。「量より質」という面
でそのとおりだったと思います。週１
回の添削と演習だけでも十分戦えるよ
うになります。

保田：高３の１学期はすごく不安でし
たが、先生が勧めてくれる勉強法を
続けていくうちに、応用力がついてい
く手応えを感じました。見たことのな
い単語でもある程度類推できるよう
になったし、速読の技術も上がりまし
た。夏以降は「これを続けていけば大

丈夫」という確信に変わりました。
　僕は、最低限の語彙は身につけよう
と、１学期までに、単語帳を８割ぐら
い完璧にしていました。でも、授業で
先生の解説を聞いていたら、英単語に
はそれぞれ、単語帳には載っていない
意味があるのだと気づきました。本当
は高２から語源を参考にして単語帳を
自分でつくるのがいいのかもしれませ
ん。僕は高３からのスタートで時間が
そんなになかったので、先生が解説し
てくれたことを、単語帳に書き込んで
いきました。
土屋：語順のままの理解と音声教材
GSL＊２は中１からやっていました。一
番伸びたと思ったのは、英語を速く、
リズムを意識して読めるようになった
時です。周りと比べてみても、速さで
はすごく効果がありました。
　特に大きく伸びたと感じるのは、「英
文を読みながらそのまま理解できる力」
です。東大入試のように膨大な英文を
読み解く場面でも、自信を持って臨め
ました。
　語源に遡る単語解説も印象的でし
た。背景を知ることで意味の広がりが
見え、未知の単語も文脈から自然に推
測できるように。東大英語のような情
報量が多く難解な英文でも、正確に読
み進める力がついたのは、グノでの学
びがあったからこそだと思います。
　これは、単語帳で学んでいただけで
はできなかったと思います。
小川：グノーブルに入る前は、英文法
を理解して、単語帳で単語を覚えて、
そのあとに英語の長文を読むのが正し
い学習法だと思っていました。長文も
毎回「この文法が使われているから、
過去形だな」という手順で読み進めて
いました。
　でも、グノに入って音読を繰り返
していたら、語順のまま理解できるよ
うになりました。文法などを意識せず

に、すぐに英語を理解できるので、読
むスピードが格段に上がり、文章量の
多い東京大学の英語でも、考える時間
に費やすことができました。
　また、語源からの単語解説のおか
げで、単語に関する理解が深まりまし
た。単語を成り立ちから理解すると、
複数の単語を関連づけて考えることが
でき、それらをつながりごと覚えるこ
とで、１つの単語から複数の意味を考
えたり、同じ意味を持つ他の単語を思
い出したりすることができます。単語
を、たくさんまとめてグルーピングで
きたおかげで定着しやすく、単語帳で
覚えるよりもはるかに単語力がついた
という自信があります。
　GSLでリスニング力もつき、速読力
も上がりました。東大入試は長文で情
報処理能力を問うような問題が多かっ
たので、そういう場面で単語の意味に
手間取ることなく、分からない単語で
もすぐにある程度の意味が推測できる
ようになっていたのは、すごく有利で
した。

小川：要約演習のサミングアップで
は、「長文のどこに主張が書かれてい
て、どこでその主張を補うために具体
例を出しているのか？」という文章の
構造を理解する力がつきました。毎週

グノーブルの英語勉強法と
その効果

音読で培った「要約力」

＊１  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知的
にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

＊２  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英
語が得意なグノーブル生の土台を築いています。
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結構な量を重ねたか
らです。東大入試で
は大問１Aで要約が出
ます。また、大問５の
物語や大問１Bの挿入

問題でも、要約で培った長文の構造に
対する理解がすごく役に立ちます。
　先生が「音読は毎日続けるのが大事
だ」とおっしゃっていたので、どんな
にモチベーションが上がらない日も、
１日10分は欠かさずに続けました。そ
のおかげで、英文のリズム、論理の展
開がかなり身につきました。また、音
声も紙もない状態でも英文を音読でき
るようになりました。
土屋：授業中の演習では、かなりの長
文もあって、読んでいると、情報量に
圧倒されてしまうこともありました。
でも、「１つのパラグラフで言いたいこ
と１つを的確につかむ」という習慣が
身についてからは、大枠で文章の意味
をつかめるようになりました。
　音読は、文章の展開をしっかり意
識していかないと、詰まってしまいま
す。流れを止めずに読み進める力がつ
いたのは、すごく良かったです。
　そもそも英語は人とコミュニケー
ションを取るために学ぶもので、文章
を読むことは付随的なものだと思いま
す。そういう本質的な英語に自分が近
づけた時、「英語を喋るのがちょっと楽
しいな」みたいな感覚が芽生えてきま
した。６年間グノに通っていたので、
知らず知らずのうちに英語が好きにな
りました。
保田：音読を重ねることによって、英
語の文章を英語のまま理解できるよう

になります。日本語と英語では、文章
の論理構造が違っていて、サミング
アップでも英文を日本語に訳すだけだ
と、筆者の言いたいことは全然理解で
きません。
　東大の要約は多分、一番点数が不安
定で「難しい」と言われますが、グノ
で練習を重ねたことによって、安定的
に得点できるようになりました。それ
も音読効果の１つだと思います。
　僕も基本的に毎日音読しました。文
章を覚えるぐらい音読することによっ
て、例えば大問４Aの文法問題でも、
「音読した中でこんなのはなかった気が
する」「なんか違う気がする」と判断で
きるようになりました。
　音読と黙読はやはり違うと思いま
す。音読は、「ここで詰まった」という
のが明確に分かります。単語、文章の
構造、文法、論理としての理解、何が
足りないのかが、そこで判明します。
黙読していると、「このあとを読めば分
かるかもしれない」と、理解したつも
りで読み進めてしまうことがあります。
土屋：黙読は視覚だけですが、音読は
聴覚と視覚の２つに加えて、発声とい
う運動感覚も必要なのが利点だと思い
ます。
小川：音読では話すテンポや、アク
セントも考えながら読む必要がある
ので、文章を深く考えることができる
し、何よりも達成感と、独特の楽しさ
があります。それがモチベーションに
もつながります。

小川：先生が毎回、科学や動物、哲
学、エッセイなど、いろいろなジャン
ルの中から高度な文章を選んできてく
ださるのが楽しみでした。
　何より、１年分の教材を分厚いテキ
ストでまとめて渡されるのではなく、
その都度渡されることで、「今週はどう
いう文章を扱うんだろう？」という初
見のワクワクがありました。
土屋：グノで扱う英文は、「難しすぎ

ず、かといって簡単すぎない」絶妙な
レベルから始まり、少しずつ難度が上
がっていった印象です。
　高３の終盤には見たことのない単語
が次々と登場し、内容も一段と深まり
ました。それでも「歯が立たない」と
は感じず、これまでに培った力が連動
して解釈できた瞬間、自分の成長を実
感し、さらに意欲が湧く…そんな好循
環が自然と生まれていたように思いま
す。
　また、その日の授業で教材が配られ
るスタイルも新鮮で刺激的でした。毎
週初めて見る英文に取り組む中で、未
知の文章への抵抗感は薄れ、「まず読
んでみよう」「挑戦してみよう」と思え
るようになったのは、大きな収穫でし
た。
保田：「文章のチョイスがすごくいい
な」と思っていました。東大の入試
は、英語力だけでなく、「歴史や科
学、医学などに興味があるか？」「英語
で考える力があるか？」を問われます。
グノの教材はそういうところを最先端
の文章で網羅していました。
　海外の様々な媒体から教材用に文章
を取ってくるのは、僕にとってすごく
新鮮で、面白かったです。友達と「今
週の文章はこうだったよね！」と学校
で盛り上がることもありました。

保田：以前は、単語と文法を強化しな
ければと思っていました。グノに入っ
てからは、ネイティブと同じように語
順のまま理解できるようになりまし
た。大学受験に限らず、今後のキャリ
アも広がったと思います。
土屋：僕が最後まで「英語が得意に
なりたいから勉強する」と純粋に思い
続けられたのは、グノの英語が、単語
や文法事項の詰め込みではなく、ネイ
ティブに近い学び方だったおかげだと
思います。
小川：グノに通うまで、単語の暗記や

「知」が凝縮された英語教材

「グノーブルの英語」で
変化したこと

文法を繰り返し勉強することにハード
ルを感じ、英語が苦手でした。グノは
最初から長文を読んで演習するので、
長文に出てくる単語を自然と覚えるこ
とになります。授業中の演習で先生に
指されて答えたり、音読を重ねたりす
ることで、単語や文法に時間をかけな
くても、英文がどんどん読めるように
なりました。何よりも、「これからまた
英語を勉強していきたい」と思えるく
らい、英語が好きになりました。

小川：グノの数学で一番良かったの
は、演習と解説が必ずセットだったこ
とです。前に通っていた塾では、授業
時間が３時間とすごく長く、しかも、
その時間が全部宿題の解説に使われて
いました。自分は集中力が長続きする
タイプではなかったので、飽きてしま
いました。
　一方、グノは同じ３時間でも、最初
の１時間は演習をして、解説がその直
後に行われるので、演習で「分からな
い」と思ったモヤモヤを持ったまま授
業に参加でき、解説に集中できました。
保田：僕は数学が一番の苦手科目でし
た。似たような問題でも解法が全然違
うことがあり、参考書を見ても「どう
してその解法を選ぶんだ？」と疑問に
思うことが多かったからです。自分の
中で普遍的な思考のプロセスがなく、
解法の判断でよくつまずいていました。
　でも、グノの数学の「テーマタグ」
は力になりました。問題のテーマを理
解し、タグ付けすることで解法が浮か
びやすくなるだけじゃなく、「なぜ、こ
の問題に対してこの解法を選ぶのか？」
を細かく理解でき、数学が好きになり
ました。
　また、演習後に解説をする時、先生
がみんなの答案をざっと見て、それぞ
れのできていないポイントを、その場

で分析してくれます。それがすごく参
考になりましたし、自分の成長にもつ
ながりました。
小川：毎回宿題のたびに書き込んだセ
ルフチェックシート＊を、スマホで写
真に撮って保存していました。セルフ
チェックシートでは、「自分がどこまで
解けたのか？　どこが分からなかった
のか？」が一目で分かります。授業で
宿題の解説を聞く時の手助けになりま
した。数か月後に宿題を解き直す時、
セルフチェックシートを見比べて、以
前できなかったところが理解できてい
ると、自分の成長を実感できます。そ
れが、勉強のモチベーションにもなり
ました。

小川：現代文は、自分が特に成長で
きた科目だと思います。東大の現代文
は、本当に何を言っているのか分から
ないほど、難しい文がよく出ます。グ
ノでは、文章に書かれた主張を解説す
るだけでなく、先生が具体例に落とし
込んで説明してくださいます。
　１年通して授業を受けたことで、教
養も深まり、難しい思想の文章も理解
できるようになりました。受験勉強と
しての国語を超えて、「人間として成長
できたな」という実感もあります。
　先生の雑談も良かったです。授業中
に３時間ただ難しい話を聞くのは、な
かなか集中力がもちません。でも、先
生が雑談を挟んで息抜きをさせてくれ
たので、最後まで身を入れて授業を受
けることができました。
保田：現代文がすごく伸びました。東
大の現代文は、解答欄が２行しかなく
て、まとめるのがすごく難しい印象が
あります。本文の主張をどう取捨選択
するか、自学では網羅できていなかっ
たと思います。先生はそれぞれの解答
に含まれる要素が、なぜ必要なのか、

具体例を用いて噛み砕きながら説明し
てくれました。
　古文・漢文も、本文を読めても、
出題者が解答に重視している要素が
何か、自学だと全然分かりませんでし
た。でも、授業ではそういう解答要素
についてもすごく丁寧に解説してもら
えたのでありがたかったです。

保田：模試であまり芳しくない成績を
取ってしまうと、モチベーションや自
信が失われました。特に、秋模試で英
語が思ったより取れなかった時は「こ
の勉強法で大丈夫かな？」「間に合うか
な？」と不安になりました。でも、先
生にメールで相談して「このまま信じ
てやってみよう」と決めたことで、結
果的に報われました。
　数学に関しても、同じクラスの中で
競争心をかき立ててくれるような環境
を先生方がつくってくださったので、
助かりました。
土屋：英語に得意意識はあったもの
の、順風満帆だったわけではありませ
ん。高３の秋には模試の結果に焦るこ
ともありました。
　でも、グノの授業を受けることで、
「本質を理解できていれば大丈夫」と
いう確信がよみがえりました。模試の
点数に一喜一憂せず、英語を深く理解
する力さえあれば大丈夫、そう信じら
れたことこそが、最後までぶれなかっ

苦手を好きに変えたグノの数学

グノーブルの国語

スランプを乗り越える方法

＊  セルフチェックシート：高2文系数学、高3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかったか」
などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。
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た “軸 ”でした。そし
て、その “軸 ”を築い
てくれたのが、グノの
学びだったのだと思
います。

小川：モチベーションが下がったの
は、僕も秋の模試の時です。夏の模試
よりも判定が悪くなって、周りの受験
生に抜かれたことを実感し、「落ちるん
じゃないか？」と思いました。この時
は現実から逃げたくなって、勉強のや
る気も湧かなくなりました。
　でも、そのあとの授業で先生が「模
試の判定は雑音だ。分からない問題は
成長するチャンスだ」とおっしゃるの
を聞いて、目が覚めました。それまで
は、分からない問題に対して、「解けな
い」というネガティブな感情が湧いて
いましたが、「これが解けたら成長でき
る」というポジティブな捉え方ができ
るようになりました。それ以来、分か
らない問題をどんどん探しにいくスタ
イルに変わることができたのが良かっ
たです。

小川：他塾だと授業が一方向型で、宿
題なども、先生が解き方を説明する時
間が多くなりがちだと思います。そう
いう環境だと、僕は「自分でやらなく
てもいいか」という思考になってしま
います。
　でも、グノの先生は、演習の時にそ
の場で生徒の解答を見て、できていな
いところを把握してから、授業を展開
します。授業中に当てる時も、生徒の
名前を呼んでくださいます。初対面で
もすぐに名前を覚えてくださり、「生徒
のことをよく見てくださっているんだ
な」という実感が得られました。生徒
愛が感じられて「自分も頑張ろう」「先
生の期待に応えたいな」という思いが
やる気につながりました。先生の存在
は大きかったです。
土屋：６年間通いましたが、やはり高
３の授業はすごく濃密だったので、

担当の先生のことは印象に残っていま
す。熱意や迫力が伝わってきて、２時
間半の授業でも飽きることがありませ
んでした。
　東大特別講座の時は、冠詞の使い方
などを質問したりして、理解しきれな
かったことを授業終わりに聞きにいく
と、質問しやすい雰囲気で迎えてくれ
ました。
保田：すごく良い意味で、先生との距
離が近かったです。だからこそ授業
も、真剣に集中して受けようと思いま
した。大手予備校の授業では、質問に
いけないことも多いですが、グノの先
生方は授業後の質問でも親身になって
教えてくださいます。それがすごくあ
りがたかったです。
　僕が強く感じたのは、先生にはそ
れぞれ、良い意味でキャラクターがあ
ることです。面白くて、雑談もうまく
て、僕たちも自然と授業に集中できま
した。学校でもそういう話題がたびた
び出て、グノに通うのは大変ではなく
楽しかった思い出です。

保田：高３の最初に、今までの英語
の勉強法とは違うことを言われると思
います。でも、そこに関しては、絶対
に先生方を信じて、突っ走ってくださ
い。音読のやり方などは先生の言うこ
とだけを信じましょう。僕も最初は不
安でしたが、やっていくうちに「成長
できたな」と思いました。友達の中で
も続けていた人は、確実にレベルを上
げていました。
　数学に関しては、実は、高２の入塾
テストで１回落ちたことがあるほど苦手
でした。それでも、先生を信じてやっ
ていたら伸びました。変なプライドは
捨てて、先生の言うことを聞いて、真
摯に勉強と向き合って、それでもうまく
いかない時は、相談すれば大丈夫です。
小川：「単語帳を使わない」「音読をす
る」という英語の勉強法は、グノの特
徴的なところで、周りの大手予備校な

どとは違うと思います。受験が終わっ
た今だから言えますが、本当に効果
的だったので、どんなに不安に思って
も、信じて最後まで突っ走ってほしい
です。
　それから、グノは先生との距離が近
いのが大きな魅力です。悩みを相談す
れば、すぐに返事をもらえるし、質問
にも親切に答えてくれます。そういっ
た環境を活かして、長い受験生活を最
後まで乗り切ってください。
土屋：僕の学校は他塾に通う人が多く
て、グノ生は少数派でした。だから、
周りの人たちはどんな教材をやってい
るのか、気になることもありました。
でも、英語は「どの教材を解くか？」
「どれほどたくさん解くか？」よりも、
「何を吸収できているか？」のほうが大
事です。その点で、グノは他塾に引け
を取っていないし、むしろ、アドバン
テージにすらなると僕は感じていまし
た。
　僕は、グノの授業を義務と感じたこ
とは一度もありません。「英語が得意に
なりたい」「もっと深く理解したい」と
いう思いが常に原動力となり、最後ま
で主体的に学び続けられたことが、良
い結果につながったのだと思います。
気づけば、英語を英語のまま捉える
“ネイティブに近い思考回路”が育ち、
英語そのものをますます好きになって
いました。
　それと、グノの授業は、クラスによ
る内容の違いがほとんどありません。
僕も高２でクラスが下がったこともあ
りましたが、とても充実した授業を受
けられました。クラスは気にしなくて
いいと思います。

グノーブルの先生 後輩へ伝えたいこと

細田：もともと理工系の分野に興味が
あり、「できるだけ高いところを目指
してみたい」と思っていて東京大学の
理一を志望しました。専攻する分野は
まだ決まっていないので、これから
探っていきたいと思っています。
柴田：東大を目指すことにしたのは、
「進学してから専攻する分野を決めら
れる」と聞いたからです。自分には、
まだ明確にやりたいことがないのです
が、昔から生き物が好きだったので、
理科二類を受験することを決めまし
た。
青柳：受験勉強の中でも物理が好き
で、志望校を決める時も「物理系のこ
とを学びたい」という思いがあり、東
京科学大学に行くことを決めました。
　海外の人と話をしてみたいし、他の
国ではどんなふうに物理を教えている
のか知りたいので、「留学は絶対にし
たい」と思っています。
飯島：僕は機械の分野に強い東京科学
大学を選びました。将来は医療分野に
進みたかったのですが、手先が不器用

なほうなので、「医者にはなれないな」
と諦めていました。
　ちょうどその頃、身近な人が脳梗塞
で倒れて、手足があまり動かせない状
態になりました。「何か自分にできる
ことはないかな？」と考える中で、義
手に興味を持ち、将来は医療用の義手
の開発に携わりたいと思っています。
２年生で希望のクラスに進めるかどう
かは１年次の成績次第なので、頑張り
ます。
高橋：高２までは理系志望だったので
すが、物理や化学、数Ⅲができず文転
して、東京大学の文科二類にしまし
た。
　自分の学校では、文系の生徒はみん
な東大か一橋に進学する流れがあっ
て、自分もそこまで深い考えもなく
東大を志望しました。経済などを学ん
で、できれば起業も視野に入れていき
たいです。
鈴木：情報工学に強い大学の中で、東
京科学大とも迷ったのですが、文化祭
やオープンキャンパスでの雰囲気に惹
かれて、東大に決めました。
　現時点では情報工学の中のどんな分
野に取り組むか、細かいところまでは
絞れていないので、大学でいろいろな
講義を取って見極めていきたいです。

鈴木：単純に自宅から近い校舎があっ
たので入塾しました。英語と数学の雰
囲気が好きだったので、全教科グノで
取りました。集団授業でも、先生が一
人ひとりを見てくださるグノが気に

入っていました。
高橋：高２の４月から英語だけ通い始
めました。その時点では最後までグノ
でいくかどうか決めていませんでした
が、結果としては、グノの英語を最後
まで続けました。高３からは東大を目
指すという目標もできて、東大国語も
取りました。
飯島：中学受験の時、親の勧めで小学
５年から中学受験グノーブルに入りま
した。いろいろな先生が印象に残って
いますが、特に印象深かったのは算数
の先生です。威厳のある先生で、その
先生のご指導のおかげで勉強に集中で
きて、第１志望の海城に受かりまし
た。
　大学受験の塾選びは迷いましたが、
やっぱり中学受験の時に楽しく勉強で
きたグノーブルに通うことにしまし
た。高１から英語と数学、高２で物理
と化学も取りました。
青柳：僕も、中学受験グノーブルに小
学５年から通っていました。当時、社
会は苦手でしたが、「算数はできる」
と褒めていただいたのをよく覚えてい
ます。
　僕は家で勉強できないタイプなの
で、中学に入ってから勉強しなくなる
のを危惧した親から、塾に通うよう言
われました。自分でも「グノをやめる
と、勉強をしない」と分かっていたの
で、大学受験もグノにしようと思い、
中１から高３の最後まで通いました。
柴田：中学の間ずっと英語が嫌いでし
た。「何でわざわざ他の国の言語を勉
強しなきゃいけないんだ？」と避けて
いたら、どんどん成績が下がりました。

進路選択が「夢」を引き寄せる

グノーブルとの出会い
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　大学受験に対する
危機感が募ってきた
頃、もともと英語を
重視していた母が、
「大学受験後も活かせ

る英語力を育ててくれる、グノーブル
という塾があるよ」と勧めてくれまし
た。高１の春、同じ部活の友人を誘っ
て一緒に講習に行き、「ここがいい」
と思って入塾しました。グノに通って
いる先輩が勧めてくれた影響もありま
す。
細田：グノに入ったのは中３の春期講
習からです。学校の友達は中１から塾
に通う人が圧倒的多数でした。みんな
がすごく分厚い他塾のテキストと延々
向き合っているのを見て、「これは自
分には合わないな」と感じていました。
　中２の終わりに「そろそろ塾に行く
か」と考えた時、母がいろいろリスト
アップしてくれた中からグノに決めま
した。当時まだ中３で、大学受験のこ
とも全然見据えていませんでしたが、
授業の内容、学校の勉強の助けになる
かなども考えて決めました。

細田：グノの授業では、特に緊張を強
いられることもなく、毎回の授業でし
てもらえる添削の返却を、ワクワクし
ながら待っていました。提出するとす
ぐに結果が返ってくる、というサイク

ルが楽しかったです。解説の密度も濃
くて、いろいろな知識が頭に入ってく
る感じも面白かったです。
柴田：高２までは比較的のんびり受け
ていましたが、高３のカリキュラムに
入ってからは、濃密な授業がすごいス
ピードで進みました。とにかく集中し
て取り組み、記憶の薄れないうちにす
ぐ復習していました。
　解説の時は、先生から指名されるこ
とも多く、分からない時は緊張した
り、分かっている時は「当ててくれな
いかな」と願ったりしていました。勉
強しにいくというより、授業を楽しく
聞きにいく感じで、復習までセットで
楽しみました。
青柳：授業内演習で要求されるレベル
は高くて、深く考える必要があるの
に、速読する必要もありました。いつ
も「今日こそは」という気持ちで臨ん
でいました。提出したあとは、「いい
コメントがついているといいな」と願
いながら添削が返ってくるのを待って
いました。
　答えに自信がないことが多かったの
で、「当たるのはちょっと嫌だな」と
思いながら授業を受けていました。楽
しくないわけではないので、いつも一
番前の席に座っていましたが、英語は
少し苦手だったので、ドキドキもして
いました。
飯島：僕も英語は苦手で、本当に自信
作だと思って演習を提出しても点数が
振るわないこともありました。でも、
僕も、授業では常に前の席に座り、
「先生の説明を全部自分のものにして
やるぞ。吸収してやるぞ」という意気
込みでいました。
高橋：添削が毎回あったのはすごく重
要だと思います。
　高３の初めは、サミングアップ＊で
なかなか合格点を超えられず、何回
「粘り強く」と書かれたか、もう覚え
ていないぐらいでした ( 笑 )。でも、

授業の復習と音読を続けていくと、
段々点数も上がってきました。連続で
合格点を取った時は、先生に「最近い
い感じだね」と言われて、本当に嬉し
かったのを覚えています。
鈴木：グノの授業は、その場で添削し
ていただいたり、遅くとも１週間後に
は添削して解説もばっちりされている
状態で返ってきたりするので、考える
時にも真剣になれたし、すぐに復習す
るのも自然にできていました。

鈴木：英文を漢文のように遡って読む
ことや、単語帳で脈絡もなく暗記する
勉強方法に苦手意識があったので、グ
ノの授業を受けた時は「これがやりた
かった！」とすごくしっくりきました。
　高３の時は、グノは宿題が少なく
て、単語の小テストもなかったので、
復習に専念できました。授業で扱った
文章をしっかり読み込む時間が取れて
良かったです。
高橋：共通テストのリーディングは、
どれだけ速く読めるかが勝負です。直
前も、特に共テの対策はせず、グノの
長文だけをずっと読んでいたのです
が、スラスラ読めるようになっていた
ので、「英語を、語順通り遡らずに読
むのは、本当に大事なんだな」と思い
ました。
　東大の二次試験の英語は、120 分と

頭脳フル稼働のグノ英語

グノ英語の特徴「語源」と「音読」

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知的に
レベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

いう短い時間でどれだけ点を取れるか
が重要です。例えば、１Aの要約問題
で詰まってしまうと、後半にたどり着
くこともできません。だから、速く、
同時に、深く読めることは得点に大き
く影響すると思います。
飯島：個人的に良かったと思うのは、
単語を語源から理解して覚えることで
す。このやり方を初めて聞いた時は
「単語帳を使ったほうが楽じゃないか
な？」と半信半疑で、「これでは、覚
えられないでしょ」とも思いました。
　でも、グノに３年間通う中で自然と
感覚が身についてきて、高３の時に
は、先生が次に言うことも何となく予
測できるようになりました。英文を読
む力が上がると、英語の勉強が楽しく
なりました。初めは、学校で指定され
た単語帳を使っていましたが、高２以
降は、単語帳を開いた記憶がありませ
ん。
青柳：語順のまま理解するというの
は、グノでは徹底されていました。先
生たちが解説する時にも返り読みはし
ません。だから、前から読むことは普
通になっていたので、いつのまにか、
読み方が変わって、ちゃんと読めるよ
うになっているのを実感しました。
　僕は、単語帳が苦手でした。いかに
も「勉強」という感じがして、気持ち
を入れ直さないと取り組めません。で
も、語源からの単語解説のおかげで、
わざわざ「勉強をするぞ」という気持
ちにならなくても、自然と単語を覚
えられるようになりました。音声教
材GSL＊で英語に慣れていったのも良
かったと思います。
細田：先生が解説する時も、語順の通
りに前からどんどん解釈していくの
で、それをまねしているうちに、英文
を読むのがどんどん速くなりました。
　日本語を介さずに英語のまま意味を
取れるようになると、筆者が言いたい
ことが頭の中に情景として浮かんでく

るので、すごく良かったです。長文に
出てくる単語を、語源から覚えていく
と、単語同士のつながりが分かり、
ネットワーク化して記憶が定着しやす
くなります。
柴田：高２までは、単語帳を完璧にす
れば英語はできるようになると思って
いました。でも実際にやってみると、
暗記が苦手で途中で挫折してしまいま
した。
　単語帳を使っていた頃は、一度全部
覚えたつもりでも、しばらくすると忘
れてしまって、また復習するという状
態で、「これがいつまで続くんだ？」
と思っていました。それに、単語帳を
使っていた頃は、１単語につき１個の
意味しか覚えていなかったので、唯一
知っている意味だけで考えようとする
と、文脈的におかしくなることが多々
ありました。
　そんな頃、先生が授業で「単語帳は
要らない」という話をしてくれたので
すが、最初は「嘘でしょ？」と信じて
いませんでした。それでも、しばらく
授業を真面目に受けていたら、全然単
語帳をやっていないのに学校の単語テ
ストの点数が上がり、高得点を維持で
きるようになりました。英文も自然に
読めるようになって効果を実感できた
ので、最後までグノのやり方を信じて
突き進みました。

細田：東大は要約の問題が絶対に出ま
す。短い時間で英文を解釈して要約す
るのは難しいですが、毎週サミング
アップを欠かさずやると、英語の読み
方がしっかりと身について、得意意識
が芽生えます。
　それに、音読はやはりすごく効果が
ありました。一度理解した文章を音読
するので、内容がスルスル入ってき

て、前から読み
続ける練習にな
ります。夏や秋
の模試では、時間が足りず、大問１B
か４Aのどちらかを捨てていました。
でも、音読を続けていたら読むのが速
くなり、２月の直前期や本番では、以
前捨てていた問題も全部解くことがで
きました。
柴田：音読をするようになって、英文
の解釈の仕方が変わりました。僕はも
ともと英語が苦手だったので、英文を
いちいち日本語に直して、構文解釈を
して、パズルみたいな感じで読んでい
ました。音読ではそんなことを考えて
いる暇もないので、以前のような癖が
なくなって、自然と読めるようになり
ました。
　夏休みまでは英語の勉強をすごく
じっくりやっていましたが、秋以降
は、それまで全然勉強していなかった
理科に集中していました。でも、音読
だけは、夜寝る前の 15 分ぐらいで欠
かさずやっていました。
青柳：僕も、夜寝る前の音読を習慣に
していました。音読は、文を遡って読
むことができません。だから自然と、
語順のままの理解ができるようになっ
ていきました。英語も１つの言語なの
で、ネイティブの人たちは語順の通り
に理解しているはずです。音読のおか
げで僕もネイティブの脳に近づいたと
思います。

グノーブルの英語勉強法と
その効果

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英語
が得意なグノーブル生の土台を築いています。
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飯島：毎週音読をす
るようになったの
は、高２からです。
自分で声に出して読
むことで、聞き取る

力も上がった気がします。特に対策し
た覚えがないのに、リスニングの成績
も上がっていました。やっぱり音読の
おかげだと思います。毎日続けること
で、耳で聞いて英語を理解することに
頭が慣れてきたのだと思います。
高橋：音読は大事です。特に冬休みに
入ってからは、要約を毎朝１個ずつ音
読することを習慣にしました。音声教
材は速さが２種類あって、ハイパー
バージョンは英文をちゃんと理解して
いないと、絶対についていけません。
それで、自分の理解度を確認するよう
にして、喋れなかったところはもう１
回文章や、ノートを見直すことを繰り
返していました。
　ただ書いてある文章を読むだけで
は、効果はそこまで高くないと思いま
す。音声教材があることで、それと同
じぐらいのスピードで読むことを意識
できたのも良かったです。
鈴木：最初は、音読といっても英文
をただ読み上げるだけでした。「これ
じゃダメだ」と思って、段落ごとに意
味を理解しながら読む意識を徹底する
ようにしたら、成績が上がりました。
　黙読だと、英文を途中で読み飛ばす
ことがあります。音読だと、知らな
い単語に出合った時に辞書で調べる
ので、意味や発音を確実に理解できま
す。それでリスニングもできるように

なったと思います。

鈴木：海外の大学のウェブサイトに
載っている文章や、ちょっと哲学的な
もの、先生からのメッセージが込めら
れているものなど、授業で扱う英文の
ジャンルが幅広くてとても面白かった
です。記憶に残っているのが、高３の
クラス分けテストのあとにあった、
「レジリエンス」に関する英文です。
「クラス分けテストであまり振るわな
かった人も、ここから挽回できるか
ら」という先生からのメッセージが伝
わってきました。
高橋：グノの長文では、高３の９月以
降によく扱われたエッセイ・小説的な
文章が好きで、普段の生活では読まな
いような文章に触れられるので、好奇
心を刺激されました。友達と「今日の
文章はヤバかったね」「面白かったね」
「結構楽しめたね」など、感想を共有
したりしていました。
飯島：難易度も、「全力で向かって解
けるか？」というぐらいでちょうど良
かったです。なおかつ社会性のある内
容も多かったので、ただ英語力を上げ
るだけではなく、教養も身につきまし
た。
青柳：グノの長文は面白くて、また読
みたくなる内容が多いので、「復習す
るぞ」ではなく、「復習したいな」と
自分から思えました。生活習慣の話を
読んで「自分も実践してみようかな」
と思うこともありました。例えば、
「不安は書き出すといい」という内容
の文章を読んだので、共通テストの時
などにやってみたら効果を実感しまし
た。
柴田：教材には、自分に役立つ文章も
あるし、単純に面白い文章もありまし
た。今年の東大の１Bで出た文章は、
似た内容のものをグノの授業で読んだ
ことがありました。
　授業では、論理の展開や筆者の伝え
方なども解説されるので、現代文の読

解力の向上にもつながりました。夏か
ら秋にかけて、現代文の成績がめちゃ
くちゃ上がったのも、グノの英語のお
かげだと思います。
細田：教材はすごくレベルが高く、情
報も多くて、演習の時間内に読み切る
のが大変なほど、読み応えがありま
す。過去の入試問題を引っ張ってきた
だけでなく、先生方がいろいろな英語
の文章を読んで、問題に仕立ててくれ
ていると思います。先ほど出た「レジ
リエンス」の話は僕もよく覚えていま
す。

細田：グノに入った中３から高３まで
の間に英語で苦労することはありませ
んでした。
　リスニングも音読をやる中で点数が
伸びました。夏休みの頃は東大模試
で 15 問中７問しか正解できなかった
のが、直前期には、13 問から 14 問は
正解できるようになりました。本番も
しっかりと取れたと思います。英語が
安定してさらに伸びたのは、やっぱり
グノのおかげです。
柴田：もともと、英語が本当に嫌いで
した。単語はアルファベットの羅列で
意味が分からないし、be動詞と一般動
詞の違いも分からないような状態でし
た。グノに入ってから英語力は大きく
伸びましたし、英語に対する認識も変
わりました。高３の時には、英語の文
章を読むのが楽しくなっていました。

「知」が凝縮された英語教材

「グノーブルの英語」で
変化したこと

青柳：中３までは、そこまで復習に力
を入れていたわけではありません。音
読をするようになってから受けた模試
で、点数の折れ線グラフがすごい傾き
で上がったことがあり、効果を実感し
ました。それ以来、音読や復習をちゃ
んとするようになり、さらに英語の成
績が伸びました。
飯島：中学生の時は英語が嫌いで、英
文を見るだけでも嫌で、読みたくあり
ませんでした。でも、音読などを続け
ていくうちに、英語が読めるようにな
り、「楽しい」と感じるようになりま
した。先日、卒業にあたって先生から
寄せ書きをもらい、そこに書かれてい
た英文も、スラスラと日本語のように
読めました。僕も、グノに入って、英
語に対する認識が変わりました。
高橋：僕はみんなと逆で、もともと英
語には自信がありました。高２終盤の
模試でも偏差値が高かったのですが、
直後の春期講習で先生から「模試の結
果で本当の英語力は測れない」と言わ
れ、いい意味で、鼻を折られたことが
ありました。しかも、その頃、添削で
も全然点が伸びず、「やっぱり英語の
勉強法を一新しないとダメだな」と実
感して、「グノについていこう」と決
意しました。
　そこから読むスピードも上がった
し、ただ点を取るための科目としてで
はなく、英語に対する興味もどんどん
増していきました。今後、日本国内に
とどまらない活動をしていくために

も、大学でも勉強を続けて、ちゃんと
英語を使える人間になりたいです。
鈴木：グノに入る前は、学校で配られ
た文法や読解の冊子などを読むばかり
で、リスニングやスピーキングに全然
自信がありませんでした。発音が合っ
ているか、相手に伝わるかが不安で、
話すのが怖いと思っていました。で
も、音読を毎日やったことで、話すこ
とに対する抵抗感も減りました。

鈴木：数学は解法を立てるところまで
が大変で、以前は、発想力がある人し
か得意になれない科目だと思っていま
した。
　でも、グノの数学では、問題のテー
マごとにタグ付けしていく手法「テー
マタグ」を教えてもらえました。思考
プロセスを可視化する「フローチャー
ト」のやり方も身につきました。こう
したやり方がちゃんとグノに用意され
ていたので、ある程度の点数がいつも
取れるようになったと思います。
　セルフチェックシート＊を使うこと
で、宿題をどんな考え方で解いたの
か、思い出しながら解説を聞くことが
できるようにもなりました。書いた内
容を先生にチェックしてもらえるだけ
でなく、自分の考え方の癖を把握する
のにも役立ちました。
飯島：特に高３からの授業は、毎週が
テスト形式の演習で緊張感がありまし
た。僕は緊張して実力が発揮できない
タイプなので、テスト慣れすることが
できたのが一番良かったです。
　僕は、今まで、自分のミスを書き出
して覚えておく習慣がなくて、小学生
や中学生の時から同じミスを何回も何
回も繰り返してきました。それを改善
できたのも、セルフチェックシートの
おかげです。
青柳：数学がもとから得意で、学校の

授業では解いたあと時間が余っていま
した。解説を待っている間に気が緩ん
でしまって、自分と違う解き方が紹介
されている時も流してしまうようなこ
とがありました。
　グノでは、高３でテスト演習が始ま
るまで、解いた人から次の問題に進め
る授業形式だったので、暇な時間がな
く、ずっと頭を動かして集中できまし
た。その状態で解説を聞けるので、い
ろんなやり方を学べました。
　僕は間違えた問題について「どう間
違えたのか？」を振り返るためだけ
に、セルフチェックシートを使ってい
ました。間違えたところを改めて書く
と印象に残るからです。自分の間違い
リストをつくっておくと、傾向が分か
るようになりました。例えば、問題を
解いている時も、「これは間違いやす
いポイントだから、ちゃんと復習しよ
う」と思って、見直しの優先順位や時
間配分も調整できるようになりまし
た。
細田：「テーマタグ」が役に立ちまし
た。数学は、問題を目の前にすると、
とりあえず思いついたまま突き進ん
で、あとからどうしようもなくなるこ
とがよくある科目だと思います。で
も「テーマタグ」があれば、一旦問題
を見てから落ち着いて、自分が持って
いる武器と、それをどういう順番で使
うかを考えられます。そうすると泥沼
にはまった時にも簡単に抜け出せます
し、逆に「この問題は多分解けないか

グノーブルの数学

＊  セルフチェックシート：高2文系数学、高3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかったか」
などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。
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りました。この頃に教材で、気持ちを
切り替えられる文章を読んだことで、
やる気をもう１回呼び起こしました。
頼れる教科がなかったのですが、「自
分が受からなかったら誰が受かる？」
と思い込んで、無理やり自信を取り戻
すこともありました。
青柳：塾に通っている人はみんなそれ
ぞれに、行きたい大学があって、「そ
こに向かって努力しよう」と思ってい
るはずなので、授業に出ている時点
で、基本的にはモチベーションがある
と思います。「自分にはモチベーショ
ンがない」と思ってしまうのは、だい
たいは疲れていたり、環境に飽きた
り、勉強にも飽きたりしている時だと
思います。そういう時は、散歩に行っ
たり、勉強を１、２時間しかしない日
をつくったりすることで、またモチ
ベーションが復活すると思います。
　現役生が自信をなくしかけるのは、
模試が一気に増えて、自分で勝手に周
りと比べるからです。夏休みに友達か
ら「14 時間勉強している」と聞き、
10 時間勉強していた自分は「少ない
のかな？」と思って自信をなくしたこ
とがあります。過去問演習でも、合格
最低点だけでいいのに、合格者平均点
とも比べるようになって、「平均点に
は全然届いていない」と落ち込みまし
た。上とばかり比べるとどんどん疲れ
てしまうので、「誰かと比べない」を
心がけると良いと思います。
飯島：僕の場合、モチベーションがな
くなることがあまりありませんでし
た。高３の２学期が終わって、学校の
授業もなくなって、自分で勉強するだ

けになったら、僕は毎日、学校や塾の
自習室に行って勉強していました。そ
うすると、周りの雰囲気につられて勉
強モードに入って、気づいたら夕飯の
時間になっていることがほとんどでし
た。
　でも、自信は常にありませんでし
た。特に夏休みに受けた模試の成績が
悪くて「浪人するんじゃないかな」と
思いました。でも、英語の先生に「目
の前の英文に集中していたらいい」と
言われました。だから、自信がなく
なった時は、自習室に行って、もうひ
たすら勉強していました。
高橋：一番不安になったのは、やっぱ
り共通テストが終わったあとです。本
当に泣きたくなるぐらいの点数を取っ
てしまって、「これでは受からない」
と思いました。この時、共テの前から
ずっと採点をお願いしていた先生に、
「共テに失敗してしまいましたが、頑
張ります」というメールを送ったら、
「あなたならできます」という激励の
メールが来て、それでメンタルを持ち
直しました。
鈴木：私もモチベーションがなくなる
ことはあまりありませんでしたが、直
前期は特に自信がなくて、問題を解い
ている間も「落ちたらどうしよう？」
と考えていることがよくありました。
だから、小さいノートを買ってきて、
自分の今の気持ちをバーッと書き殴
り、そのページを破って捨てて勉強す
る、というやり方をしていました。

鈴木：どの先生も本当にその教科が好
きなのが伝わってきました。高校で学
べるのは、その分野の中でも限られた
範囲だと思いますが、グノでは、それ
を「深く掘り下げてみたい」という気
持ちになる授業で、楽しかったです。
高橋：英語の文法の先生に、どんな質
問をしても絶対に的確な答えが返って
きて、「先生は、どれだけ深く文法を
知っているんだろう？」とずっと思っ

ていました。他にも、授業中いつも明
るく元気で、「いつ休んでいるんだ？」
と思うような先生もいました。
飯島：僕が一番印象に残っているの
は、化学の先生です。僕は化学が好き
なので、教科書を読み込んで、隅に書
いてあるような知識も覚えて、「先生
をあっと驚かせるような質問をしてみ
たいな」と思っていました。
　でも、僕がどんな質問をしても、先
生の知識量はすごくて、僕が知らない
新しいことを教えてくれました。「先
生は、本当に化学が好きなんだな」と
いうのが伝わってきました。また、総
合型の志望理由書の添削は、10 回く
らいしてもらって、面接のアドバイス
もしていただきました。本当に先生の
おかげで無事に合格できたと思ってい
ます。
青柳：グノの先生はみんな個性的な人
ばかりで、思い出がない先生はいませ
ん。特に印象に残っているのは、どの
先生も、どんな時間でも、「待ってい
たよ」という雰囲気で生徒の質問を受
け入れてくれることです。
柴田：グノの先生は、とにかく熱量が
すごいから、信頼できました。
　他塾に通っている先輩たちが合格体
験記で「単語帳は大事だ」「東大の過
去問を何十年分やった」と言っている
のを目にすると、「大丈夫かな？」と
思いました。でも、結果的には、グノ
の先生を信用したことで、東大に合格
できました。
細田：グノの先生はみんな優しくて、
面白くて、頭も良くて、そして、顔と
名前をすぐに覚えてくれて、個人個人

グノーブルの先生

ら、他の問題に時間
を使おう」と判断す
ることもできます。
戦略的なレベルが一
段上になりました。

　高３の授業では先生が、問題への向
き合い方だけでなく、決められた試験
時間と問題数に対する戦略の練り方も
教えてくださいました。それを実践す
ると、解きやすくなったり、点数が上
がったりしました。
　セルフチェックシートは、間違えた
点を書き出すことで、解像度も上がる
し、間違えた原因やそれまでの過程な
どが頭に残りやすくなるので、役に立
ちました。

細田：夏休みに東大国語を取りまし
た。丁寧に添削してもらったり、質問
に答えてもらったりしました。授業中
は、問題解説の途中で紹介されるエピ
ソードが面白かったです。
高橋：講習は春・夏・冬・直前期に、
タームで分かれている現代文・古文・
漢文を全部取りました。現代文だけ、
古文・漢文だけという取り方もできた
ので、そこは良いポイントだと思いま
す。
　授業では、基本的に過去問をメイン
に解きました。赤本や青本では、解説
が微妙な問題がたくさんあり、一人で
考えていると悩みますが、先生の授業

で解説を聞くと、本当に理解度が高ま
ります。春期講習でやった過去問の内
容をまだ覚えているくらい頭に定着し
ました。
　国語の先生は温かい雰囲気で、その
一方、指名はバンバン飛んでくるので
一定の緊張感もあります。知識量も膨
大で、「そんなことまで知っているん
だ」と驚かされました。どんなに難し
い現代文の問題も、先生の解説を聞く
と絶対に理解できます。やっぱり教え
方が素晴らしかったです。
鈴木：高３の夏期講習と冬期講習で国
語を取りました。４日間だけでカバー
できるか不安でしたが、古文・漢文の
基礎知識から現代文の答案の書き方ま
で、本当に全部カバーできるように凝
縮された内容でした。すごくありがた
かったです。
　特に、現代文の難しい内容をとても
身近な話題で説明してくださったの
で、理解しやすかったです。先生の話
が面白くて、毎回笑っていました。

鈴木：物理のαレベル＊は、科学者の
視点に立って考える授業です。問題演
習が始まる時期は比較的遅くて、講義
期間が長かったので「本当にこれで演
習問題が解けるようになるのかな？」
と、最初は心配になりました。でも、
物理は結局、問題を解きまくることよ
りも現象理解が大事なので、私にとっ
ては最適解でした。
　化学の先生は知識量がすごくて、私
が何を質問しても答えてくださいまし
た。化学の現象を説明する時も、身近
で起こった事柄について話してくだ
さったり、実際に実験して「こう扱っ
たら危ない」というのを見せてくだ
さったりしました。ただ説明するだけ
で終わらないのが、学校の授業と違っ
て面白かったです。

飯島：物理・化学両方に言えるのは、
双方向の授業だったということです。
先生からの質問が飛んできて生徒が答
えます。初めて説明するような事象に
ついて問われた時も、今ある知識から
考えて説明しようとすることで、知識
がいっそう頭に定着しました。
　僕は総合型選抜で受験しましたが、
東京科学大の試験の形式はグノの授業
の形式に似ていました。面接時に問題
が出されて、その解説をするように求
められます。グノの双方向型の授業で
鍛えられた力を存分に発揮することが
できました。
青柳：物理は、僕もαレベルに入って
いました。塾であんなに楽しそうに先
生が教えている姿を見たことがないく
らい、先生の個性が出ていて、あまり
勉強という感じはしませんでした。
　僕は理科の中でも化学が苦手でし
た。特に色などを覚えるのが苦手でし
たが、グノの独自プリントにすごく助
けられました。授業では映像を使うこ
ともあって、視覚的にも印象づけるこ
とができたと思います。

細田：つらかったら一旦休むのも大事
だと思います。数学で一時期、全然点
数が取れなくなってしまい、それをセ
ルフチェックシートの質問欄に書いて
出したら、「そういう時は、一旦簡単
な問題に立ち返ってみたらいいよ」と
アドバイスをもらいました。困った時
は相談するのも大事です。
柴田：僕は学力に余裕がなかったの
で、モチベーションはなくしようがあ
りませんでしたが、自信をなくしてい
ることは多かったです。先生に「ここ
からでも伸びるよ」と言われても、僕
は「もう英語が伸びないんじゃない
か？」「本当にここから急激に伸びる
のかな？」などと疑問に思うこともあ

グノーブルの国語

グノーブルの理科

スランプを乗り越える方法

＊  物理αレベル：科学者たちの観察や思考を追体験しながら理解を深めるカリキュラム。
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宮里：かなり安直ですが、大学とい
えばパッと思い浮かぶところ「東京
大学」に憧れがありました。父がよ
く赤門まで連れて行ってくれたこと
で、どんどん思いが深まり、そのま
ま志望大学として考えるようになり
ました。
　文二にしたのも、経済学者である
父の影響で、経済学が身近だったか
らです。ただ、入試に向けて世界史
を勉強したことで、国際関係にも興
味が湧きました。経済もいいけれ
ど、将来は国際関係に進むかもしれ
ないと考えています。
須賀：周りから法学部への進学を勧
められていたのですが、私自身は法
学よりも文学や芸術の方面に興味が
あり、経済や、理系への関心も捨て
きれず、進む学部について「今はと
ても決められない」という気持ちで
した。法学に対しても段々興味が湧
いてきましたが、「選択の余地をこの
手でつかみ取りたい」という思いで、
２年間は教養学部で学べる東京大学

を志望しました。
　もう１つの動機は、東大が関東圏
では唯一「ギャップイヤー制度」を
利用できる大学だからです。ギャッ
プイヤー制度というのは、１年間休
学して社会体験を積み、その後大学
に入学するというものです。去年の
３月にグノーブルの授業の教材で、
その制度を知った私は「やりたい」
と強く思いました。つい先日まで、
そのための資料づくりもしていたの
ですが、家族の賛成が得られず、実
現は難しそうです。でも「東大に入っ
てから、自分の才能の筋を見極める
機会がたくさんあるだろう」とは思っ
ています。
大越：私はもともと数学がすごく苦
手なのに、理系志望でした。それ
で、早めに挫折したのですが、「数学
を頑張っていたから、国公立に行き
たい」という気持ちはありました。
　たまたま友人に誘われて東大の文
化祭に行った時、「この大学なら、文
系で頑張りたい」と思って、そのま
ま東大を目指し始めました。文科一
類にしたのは、政治に興味があった
からです。
上田：僕は受験勉強を通して化学に
強い興味を持ち、大学でしっかり研
究するため、東大をずっと意識して
いました。
　化学分野の研究を通して、「社会に
役立つことができたら」と思って、
理科二類を志望しました。
有賀：僕が医学部を目指し始めたの
は、二人の従兄弟の影響です。一人
は慶應義塾大学の医学部で、もう一

人は東京科学大学の医学部に現在
通っていて僕の先輩になります。親
戚の集まりがあると、医学部の楽し
さや、今学んでいることを二人から
聞いて、僕も興味を持ちました。あ
りがたいことに、僕は慶應義塾大学
からも東京科学大学からも合格をい
ただいたのですが、二人の話をよく
聞いて、東京科学大学に進学するこ
とにしました。

有賀：高１になる頃、英語にとても
苦手意識があって、学校の成績も振
るいませんでした。グノを勧めてく
れたのは、医学部に進学した従兄弟
です。春期講習に参加してみたら、
とても楽しくて、先生もにこやかで
授業も分かりやすく、「この塾に通い
たいな」と思い、英語を受講するよ
うになりました。
上田：僕は中学受験の時もグノに通っ
ていました。当時の僕は勉強が好き
ではありませんでしたが、国語の先

進学先で拓く未来の自分

グノーブルとの出会い

にアプローチしてく
れます。それがすご
く嬉しかったです。

細田：やっぱり第一に「とりあえず音
読。話はそれからだ」と言いたいで
す。その上で、いろいろな先生に相談
しながら、自分なりに方法を見つけて
勉強していくのがいいと思います。
柴田：僕も音読が一番大事だと思って
います。以前の僕は英語が嫌いでした
が、それだと受験を乗り越えられませ
ん。結局、好きになって、勉強を「自
分からしたい」と思えるようになるの
が近道で、強いです。だからといっ
て、好きな教科だけをやると合格には
結びつかないので、バランス良く、楽
しんで、受験勉強に取り組めればベス
トだと思います。
青柳：現役生は、いろいろ自信を失う
時もあると思います。どんなことが

あってもグノと自分を信じて最後まで
頑張ってください。
飯島：グノは、他の大手塾に比べ、１
クラスの人数が少なく、先生が一人ひ
とりの相談に乗ってくれるのが一番の
強みだと思います。先生が親身に対応
してくれるのが、すごく嬉しかったで
す。皆さんも、困ったことがあった
ら、とにかくグノの先生に相談しま
しょう。
高橋：グノに通っているなら、主体的
になるのが秘訣だと思います。先生の
言うことを聞くのは大前提ですが、や
るべきことや自分の弱点を一番知って
いるのは自分なので、ちゃんと自己分
析しながらグノを活用することが大事
です。
　勉強について「量より質」と言う人
が結構いますが、個人的には量は絶対
に必要だと思います。できる限りの勉
強量を確保して、主体的に取り組む
と、それが質に転換されていくと思い
ます。

鈴木：大学受験では合否が分かれてし
まいますが、受験期に自分なりに勉強
を頑張ってきたという経験は将来の自
信につながると思います。だから、
「今やっている勉強は将来につながる」
と考えて頑張ってほしいです。
　こちらから何か言えば、グノの先生
はほぼ確実に応えてくださいます。
「先生を利用する」ぐらい積極的な気
持ちでグノに通うといいと思います。

後輩へ伝えたいこと
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さん
東京科学大 医・栄光学園

大学へのご進学おめでとうございます。
海外での生活から戻られての中学受験グノーブルへのご入塾であったと記憶しています。
そのためか国語の「漢字」に苦労をしていたこともよく覚えています。
ただ長文読解においては光るものがあり、保護者様にも国語の読解は武器になるとお伝えしたこともありました。
国語以外の科目でも、途中入室ということもあり苦労したかと思うのですが、
持ち前の明るいキャラクターで教室内ではそのような姿は微塵も見せず頑張っていました。
中学・高校でも同様に様々なことを克服してきたのだろうと思います。
青柳くんの今後のご活躍を心から願っております。

中学受験グノーブル津本先生から青柳くんへ

大学へのご進学おめでとうございます。
中学受験の頃は、良い意味で無理をせず、楽しみながら学習を重ねてくれているように感じていました。
高校からもグノーブルに通われたということで、中学受験での通塾が好印象であったのであれば嬉しく思います。
大学生活も伸び伸びと謳歌してご活躍ください。

中学受験グノーブル伊藤（琢）先生から飯島くんへ
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（左から）
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じていました。僕はうまくいかない
ことが多かったので ( 笑 )。でも、そ
の原因を解説で探れるのはすごく良
かったです。
　それから、指名されて答える時、
緊張するし、失敗もよくしました。
グノの先生はいつも、「うまく行かな
い時こそがチャンス」と言って励ま
してくれましたが、やっぱり悔しく
て。でも、人間的に成長させてくれ
たので、それもすごくありがたかっ
たです。
有賀：僕は最前列で授業を受けてい
ました。指名された時は「正解した
いな」と思うので、緊張感も保てま
す。休んで、家で授業動画を見たこ
ともありましたが、実際に対面で受
ける授業とは迫力も違えば、理解の
深さも全く違いました。

有賀：まず、語順のまま理解してい
くのが特徴だと思います。僕も最初
は慣れませんでしたが、慣れると、
英文がすっと頭に入ってくるように
なり、英語の理解度も変わってきま
す。
　それから、語源から単語を覚える
と、授業の回を追うごとに英単語を
イメージで理解できるようになりま
す。医学部に進学して、新たな医学
用語を覚えることも多いと思うの
で、これからも語源からの単語学習
を続けていきたいと思っています。
上田：僕たちは日本語を読む時、語
順の通りに意味を理解するのに、異
言語である英語は、遡って読むこと
がよくあります。これでは、ただ英
語を日本語に合わせて訳しているだ
けという印象です。だから、本当に
英語に親しむためには、語順のまま
理解していくことが絶対必要だと思

います。
　その練習に役立ったのが、GSL＊

です。音読は前から読むしかないの
で、気づいたら語順のままの理解が
できるようになっていました。ま
た、音声を聞きながら音読すること
で、英語力が総合的に底上げされま
した。
大越：グノの英語は、受験対策のた
めに知識を詰め込む授業ではありま
せん。英語が本当に身について使え
るようになります。高１でグノの英
語に入った時は、英語の勉強法を分
かっていませんでした。だから、グ
ノで言われたことを素直にやってき
たのですが、高２で「他の塾の授業
とグノは違うのかもしれない」と段々
気づき始めました。英語の点数もど
んどん伸びて、自分の力になったの
を実感しました。
　周りには単語帳を２冊もやってい
る人がいて、それを見た私はちょっ
と不安になったこともありました。
でも、単語帳を見せてもらったら、
「これはグノでやったことある」と
いう単語ばかりでした。音読してい
ると自然と単語も身につくので、結
局、単語帳は使いませんでした。
須賀：東大入試では、和訳の柔軟性
が問われます。以前は、単語帳を使
い、英語と日本語を１対１で対応さ
せるように覚えていたのですが、そ
れでは氷山の一角と同じで、単語が
持つ意味の一部分しか理解できませ
ん。
　グノの英語では、隠れている残り
90％の意味も、先生が、いろいろな
動作までして教えてくれるので、和
訳の幅がぐんと広がりました。
　例えば、strategy ＝「戦略」と覚
えるのではなくて、「将軍が軍隊を指
揮する戦い方」というコアイメージ
を持っていれば、ビジネスや政治、
社会活動など、様々な分野に応用が

できて、文脈に
ぴったりの日本
語を選べるよう
になります。
　先生方の頭の中をスキャンした
ら、ものすごい量の英語が、有機的
につながって詰まりまくっていると
思います。そこから学んだことを、
今度は自分も英文に向かう時に体現
しようと心掛けていました。
　私は最終的には「英語は栄養たっ
ぷりの飲み物だ」を掲げて勉強する
ようになりました。その消化を助け
てくれるのが音読だと思います。先
生がおっしゃる通り、英語のスピー
チコンテストで優勝するつもりで音
読しました。
　ある時先生から「GSL がそろそ
ろ遅いと感じるようになってきたで
しょう？」と言われました。「先生が
GSL の２倍速で英文を読んでいるの
なら私も」と、そこを目標に頑張る
ようにもしていました。
宮里：東大の英語はすごく時間がシ
ビアで、私はずっと解き終わりませ
んでしたが、語順のままの読解と音
声教材をずっと続けていたら、直前
期になって、ちゃんと時間内に終わ
るようになりました。
　語順のまま読むと、１回戻る動作
がなくなるので、遡って読むより速
く読めます。私は音声教材に合わせ
て読むのが苦手でしたが、何回も繰

グノーブルの英語勉強法と
その効果

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英語
が得意なグノーブル生の土台を築いています。

生に出会ったこと
で、勉強すること自
体に興味を持てるよ
うになりました。そ
れで、「大学受験の時

もグノーブルに行けたらいいな」と
思っていました。
　もともと英語がかなり怪しくて、
グノから大学受験の案内が来た時
も、「そろそろ塾に行こうかな」と考
えていたし、「英語の評判がすごくい
い」と聞いていたので、高２になる
前の春期講習を受けてみました。そ
こで、やっぱり自分が全然できてい
ないことと、グノがその課題解決に
役立ってくれることを実感して、入
塾を決めました。僕の学校では、グ
ノ生はそれほど多いわけではありま
せん。それでもグノに決めたのは、
受験勉強だけでない英語を一から
扱ってくれるからです。
大越：私は高１の春休みに母からの
勧めで入塾しました。それ以前に
も、横浜にある大手予備校に通った
ことがありますが、規模が大きすぎ
て、先生との距離も遠かったり、質
問にいくのも大変だったりして、圧
倒されてしまい、塾に行くのがスト
レスフルでした。
　一方グノは、授業もアットホーム
な雰囲気で、先生方はすぐに名前を
覚えてくださるし、最初に講習を受
けた時から楽しかったので、「この塾

なら、ストレスを感じずに楽しく通
えそうだな」と思いました。
上田：たしかにグノーブル横浜校は、
他の校舎よりもこぢんまりとしてい
て、指導の密度がすごく高いです。
大越：こぢんまりとしている分、先生
は熱心に一人ひとりを見てくださる
し、個人の進捗状況に合わせて解説
してくださるのが心強かったです。
須賀：うちの学校は、グノの校舎か
ら近いこともあって、グノは多数派
かもしれません。私が SNS に「英語
の塾で迷っているよ」と書き込んだ
ら、先に通っていた友達から「グノー
ブルいいよ」という反応がたくさん
ありました。同級生の間では「英語
に強い」というイメージで知られて
います。グノに入ったのは高１の９
月です。入塾テストが頻繁に開催さ
れているので、途中からでも入りや
すかったです。入塾前の夏に少しだ
け体験授業に行ったのですが、その
時の先生が初回授業で「あの時の方
ですよね？」と覚えてくださってい
て、印象深く感じました。
宮里：私は中学受験で通っていた塾
が大好きで、その教育方針と近いこ
とから、グノの体験授業に行きまし
た。数学がとても苦手で、しかも、
先生に質問ができないタイプなので
すが、グノでは、先生が授業中に
回って答案を見にきてくれます。行
き詰まっていると、先生のほうから
「こうやると解きやすくなるよ」と
アドバイスをしてくれました。だか
ら、自分からも質問しやすくなりま
した。
　中３の時に数学で入り、高１から
英語と国語を取りました。私の学校
にもグノ生が多くいて、その流れも
あってグノに決めました。英語に関
してはもうグノ一択でした。

宮里：毎回授業が楽しみでした。あ
まり「予習をしっかり」とは言われ
ないのも、気が楽でした。グノは、
受験のためだけじゃなく、教材に面
白い文章を取り入れることに力を入
れているので、「今回はどんな内容だ
ろう？」とワクワクしました。
須賀：グノの授業は生き生きしてい
ます。グノの先生たちは、「ライブで
しか伝えられないことがある。表層
的に知識をすくい取ることよりも、
英語の読み方の核心に触れることを
優先してほしい」と、熱心に授業を
行ってくださいます。それがどの塾
よりも、ダイレクトで、インタラク
ティブな、グノの授業の特長だと思
います。
大越：グノの授業はいつも「一秒も
無駄にしたくないな」という気持ち
で受けていました。
　私は早く塾に行って、その日の演
習に取り組んでいました。「解説が始
まるまでに、自分がその時にできる
最大限の答案を完成させよう」と必
死でした。１回の授業の密度が濃く
て、情報量も多いし、内容も深いの
で、聞き漏らさないよう頑張ってい
ました。
上田：僕はサミングアップ＊の授業を
大切にしていました。黒板に点数分
布が書かれるたびに、「やっぱりみん
な、いい点数を取れているな」と感

グノーブルの英語

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知的に
レベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。
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教材の内容が面白すぎて、知的好奇
心を刺激されるのにそれを追求する
時間がなかったことです。やらなけ
ればいけないことが山のようにある
のに、グノの英文を読んでいると一
つひとつ深く考えたくなります。直
前講習で扱われた「The Evolution of 
Everything」の英文も強く印象に残っ
ています。
宮里：英語の長文は文系理系を問わ
ない内容が出ます。文系科目の勉強
が続いている時に、急に人体や科学
などの話題に触れると、今まで全然
使っていなかった脳の部分がパッと
活性化されて、ちょうどいいリフ
レッシュになりました。
　あとは、教材の内容がとても面白
かったので、授業が延長しても、全
然気にならないぐらいでした。

宮里：私は１年間アメリカにいたこ
とがあるので、英語に対する抵抗感
はありません。自分で英語の文章を
読むこともあったので、英語を単な
る「勉強」とは思っていませんでし
たが、グノに通うようになってから
英語は「かなり面白いもの」という
位置づけに変わりました。
　生活の中で英単語を見るたびに「こ
の語源は～だな」と思うぐらい、日
常に英語がある状態が当たり前にな
りました。日本語の考え方だけでな
く英語の考え方が日常の中で頭に浮
かぶようになって、前向きで外交的
に変わったと思います。
大越：以前は、分からない単語があっ
たら辞書で調べて、日本語の意味を
文章に当てはめて読み、分かったよ
うな、分かっていないような感じで
した。
　でも、グノに入ってからは、英語

のまま英文を読めるようになった
し、語源から単語の微妙なニュアン
スなども理解できるようになりまし
た。もともと英語が嫌いではありま
せんでしたが、グノに入ってから、
自分の英語力のなさにも気づかされ
た一方で、どんどん成長できて、
どんどん英語が読めるようになって
いって楽しかったです。
上田：グノでは、高１の終わりに受
けた入塾テストでコテンパンにやら
れて ( 笑 )。でも、それがスタートに
なりました。グノで長い文章を見た
だけで「今日は無理だ」と諦めそう
になるところから、「どんなことが書
いてあるのかな？」と興味をそそら
れるところまで成長できたと思いま
す。
有賀：僕も最初は、英語が「読めな
いし、分からない」という感じで、
入塾当初は基礎のクラスにいまし
た。高１の前半までは、英語の文章
を読もうとするだけで、なんとなく
抵抗を感じていましたが、最近は自
分から海外の記事を読むぐらい、英
語好きになりました。
須賀：グノに通ううちに段々と「英
語が私の土俵に乗ったぞ」と感じる
ようになりました。英語は頻繁に触
れていないと、一度身につけた感覚
を忘れてしまうこともあります。で
もグノーブルでは、週に１回、５～
６時間は英語にガッツリ触れる時間
を取れます。GTECという英語の試験
でも、１分間に読める速度がどんど
ん上がっていきました。段階的に、
まさに evolution という単語のイメー
ジみたいに、雪だるまがころがって
いくに従って成長していく感じで変
わっていったと思っています。

大越：私は数学が本当に全然できな

くて、初見の問
題に対しては、
手が止まってし
まうタイプでした。でも、グノの数
学は問題をテーマごとに分けて、そ
のテーマに沿った処理手順を教えて
くださいます。
　以前は、問題集の解法を暗記して
しまうことが多かったですが、グノ
に入ってからは、問題の構造を考え
るようになり、初見の問題も、応用
問題にもちゃんと対応できるように
なりました。
　セルフチェックシート＊もすごく
良かったです。私は以前、解けた問
題も解けなかった問題も、自分が分
かったところだけ日本語と数式で書
いていました。でも、セルフチェッ
クシートを使うと、自分の解法を客
観的に捉え直す機会になって、自分
の論理の破綻や矛盾点に気づけま
す。あとで提出するので、「先生に伝
わるように」と意識するのも効果的
でした。これを続けることで、論理
的に数学を解く力が身につきました。
宮里：グノの数学は、解法そのもの
の説明ではなく、私たちが自分で解
法を選択できるようになるための解
説が多いです。私はパッと思いつい
た解法で書き始めるタイプだったの
で、解説で「他にもこういう道があ
るよ」と示していただけたことで、
自分の解き方を客観視できるように
なりました。最初に自分で選んだ解
法が、模範解答ではなかった時、今

「グノーブルの英語」で
変化したこと

グノーブルの数学

＊  セルフチェックシート：高2文系数学、高3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかったか」
などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

り返していくと、
ちゃんとスピードに
合わせられるように
なりました。
　音声教材に慣れ

ると、ネイティブの人が喋るスピー
ドで英文を理解できるようになりま
す。私は１日に３回音読して、それ
で「読めないな」と思ったらその日
は諦めて寝てしまい、次の日にもう
１回やるとできるようになっている
ことがよくありました。もしかした
ら、寝ている間も頭の中で音声が流
れていたのかもしれません。

宮里：サミングアップはずっと苦手
でしたが、でも、時々すごくうまく
いく時があって、普段は点数が悪い
からこそ、それがすごく嬉しかった
です。
　同じくらいの手応えでも点が取れ
ずに考え込んでいた時、先生から「文
全体の構造を俯瞰的に考えてくださ
い」と言われ、それが大きなヒント
になりました。サミングアップに真
剣に取り組んでいたことは、総合的
な読解力の向上につながったと思い
ます。
須賀：東大の１A は要約問題で、赤
本や予備校の模範解答に “ 流派 ” があ
ると思っていました。解答を比較し
てみると、解答例にばらつきやずれ
がありました。ある解答には含まれ
ている要素が、別の解答には含まれ
ていないというように、複数解答が
存在することが納得できませんでし
た。いくつかの文章を解体して、色
分けして、「この言葉はこの文章の中
でどういう重要性があるのだろう？」
と徹底的に比較していました。
　その中で、グノの先生は「読む時
に筆者との対話を大事にする」とおっ
しゃっていました。その発想で見る
とたしかに、先生の解答は言いたい
ことの核心をちゃんと捉えた答えに

なっていることに気づいて、最後に
は「この答えしかないだろう」と思
えるようになりました。グノの解答
の要素は他の解答例にも大体含まれ
ていて、精度がすごく高いです。
　それから、私は「どうしてグノは
要約をそこまで重視するんだろう？」
とずっと不思議に思っていました。
でも、東京大学の過去問を解く中で
「要約力はすべての底力なんだ」と強
く実感して、グノの授業はすごく合
理性があると気づきました。
　私は東大対策のつもりで要約の授
業を受けていましたが、早稲田や慶
應の英語でも結局は要約に帰着しま
した。どれだけ長い文章でも、パラ
グラフごとに内容を的確に要約して
追えないと話になりません。
大越：文全体の構造をきちんと把握
しながら読むことで、私も的確な要
約をする力がつきました。要約を始
めたばかりの時は、読めているつも
りなのに全然点が取れず、「どうして
だろう？」とよく悩みました。
　でも、メインセンテンスとサポー
ティングセンテンスの関係が分かっ
てくると、長文を漫然と読むのでは
なく、「これはメインで、これはサ
ポーティングだ」と考えられるよう
になりました。
　サミングアップの答案を提出する
時には、私は何日かに分けて答案を
見直して、俯瞰的というか、ある程
度、客観的に自分の答案を見直すよ
うにしていました。
上田：サミングアップについて、
「段々できるようになっていく」と言
う人が多いですが、そんなに簡単で
はありません。内容がどんどん難し
くなっていくので、自分のレベルが
上がっても、点数が変わらないこと
がよくあります。英語力全体の向上
は言うまでもありませんが、背景的
な知識も、論理力も、生き生き読む
ための想像力も必要です。サミング
アップは、英語だけでなくいろいろ
な学問の土台になったと思います。

有賀：僕も上田君と同じで点数がな
かなか伸びませんでした。毎回「こ
れだけしか点が取れてない」という
感じで、模範解答と見比べて「僕の
答案と何が違うんだろう？」と徹底
的に検討したり、解いている間にど
う考えていたかを思い出したりしな
がら、できるだけ文章全体の意味を
捉えて要約できるように頑張ってい
ました。
　ただ、毎回サミングアップに前向
きに取り組めたこと、そこから学ぶ
べき点が多かったこと、総合的に力
を伸ばせるツールだったことは、自
分の中で大きかったです。

有賀：教材の質がとても高いと思い
ます。特に高３の教材は、内容的に
かなり難しいものが多くてだいぶ苦
戦もしました。でも、それ以上に、
興味がそそられる内容だったので本
当に楽しくて、今でも時々読んでい
るくらいです。
上田：日本語で読んでも「ああ、な
るほど」と思える内容が多くて、英
文を読むことを面白いと感じまし
た。それがモチベーションにもつな
がりました。どんどん教材のレベル
が上がっていくので、それに合わせ
て、全体の学力が引き上げられます。
大越：純粋に読み物として楽しめる
内容が多くて、授業も楽しかったで
すし、家に帰ってから家族に「今日
のグノの英文はこんな内容だったん
だよ」と話すぐらい印象的でした。
須賀：自分の中でつらかったのは、

グノーブルの要約

「知」が凝縮された英語教材
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良くなって、第一志望の中学を受け
ませんでした。だから、大学受験の
時もまた同じことをしたくなくて、
「何としても第一志望を受けに行かな
いといけない」と自分を奮い立たせ
ました。
　２つ目は、グノの授業が楽しかっ
たことです。英語はもとより現代文
も楽しすぎて「これからも、理系も
文系も混ぜこぜの内容で学際的に学
びたい」と思えたおかげで、「東大し
かない」というモチベーションを維
持し続けられました。
　３つ目は、大好きな音楽です。音
楽の歌詞にはたくさん救われました。
　英語の先生が「今失敗しておいて
良かった」「失敗したところから出
る芽は何より強い」とおっしゃって
いた言葉が支えになりました。しか
も、先生方は毎日すごいスピードの
授業を展開され、私たちより頑張っ
ていらっしゃる姿にはいつも励まさ
れていました。精神的にもグノに
頼っていたと思います。
宮里：長期的にモチベーションをな
くすことは、あまりありませんでし
た。ただ、夕方や、ご飯を食べ終
わってひと区切りついたあと、勉強
のやる気が出ないことは多かったで
す。そんな時は、英語の音読をやっ
ていました。とりあえず机の前に座
るきっかけになるので、勉強のス
タートには役立ちました。
　あとは「受験が終わったら絶対に
パフェを食べる」「美術館に行く」な
どやりたいことを書いて、専用ボッ
クスに入れておき、それを見返すこ
とでモチベーションを回復していま
した。
　成績が落ちると自信はなくなりま
す。そういう時、私は人の励ましも
聞き入れられなくなるのですが、１
日部屋に籠もって泣くと大体落ち着
きます。そのあと外に出て、川に
行ってボーッとするなどして、徐々
に回復していきました。「自分のどこ
が悪いのか？」「何ができないのか？」

を分析して、ひたすら問題を解い
て、自信を回復したこともあります。

宮里：グノの先生はとにかくエネル
ギッシュでした。私は一人になると
考え込んでしまって、テンションが
下がってしまうタイプです。だか
ら、定期的にグノに来ることで先生
からエネルギーをもらって、次の週
まで生き延びていました。
　それから、勉強以外にも知的好奇
心をずっと刺激していただいたのが
一番大きかったです。どの先生もす
ごく教養があって、担当教科のこと
だけでなく、世界史や美術にも詳し
い方が多いので、「こういう大人にな
りたい」とロールモデルにしていま
した。
須賀：グノについて端的にまとめる
と、「教養があって尊敬できる人生の
先輩と一緒に、大学受験の先まで役
立つ考え方を、あくまでも大学受験
という枠の内側から学べる塾」です。
　先生が持っていらっしゃる教養と
一緒に学べることで、各教科の学習
効果も高まるし、先生に教わったこ
とは、受験が終わったあとでも印象
に残ると思います。
大越：グノの先生は生徒以上に情熱
的な方が多くて、本当に熱心に授業
をしてくださいます。生徒の名前も
すぐ覚えてくださるから、「一人ひと
りを大切に見てくださっているな」
と実感します。人間的にも魅力的な
方が多くて、先生に会いに行くのが
楽しみでした。すごく教養が豊か
で、本当に面白くて、「こんな素敵な
年の重ね方をしたいな」と思わせて
くれる先生方です。
上田：グノには何人も印象に残って
いる先生がいます。先生方には、学
力を伸ばす下地をつくっていただけ
ました。授業中に集中できる活力、
素晴らしい教材や解説を提供しても
らえました。本番では自分で納得で

きる解答が書けるところまで成長さ
せてもらえました。とても感謝して
います。
有賀：グノのいろいろな先生に教
わってきましたが、共通するのは、
情熱的でエネルギッシュなことに加
えて、優しかったことです。常に忙
しく、疲れているはずなのに、いつ
質問しても、本当に優しく答えてく
ださってありがたかったです。講習
で何度かお会いしただけの先生も、
ちゃんと名前を覚えてくださってい
ました。
　僕が高１で入塾した時は、今とは
比べ物にならないくらい英語ができ
ませんでした。直前期になって、そ
の当時担当だった先生が「とても成
長している姿を見られて嬉しいで
す」という言葉をかけてくださった
時は、ちょうどメンタル的にもきつ
かったこともあり、本当に泣きそう
になるぐらい嬉しかったです。

有賀：一番痛感しているのは復習の
大切さです。やってきたことを何回
も何回も繰り返して、自分の体に染
み込ませるくらい復習して、全力を
尽くせば報われると思います。頑
張ってください。
上田：授業の振替制度があったのは
すごく良かったです。僕はサッカー
部の活動があり、メインで通ってい
た横浜校では、土曜日の授業が受け
られませんでした。でもその分を、
新宿など別の校舎で受けることがで

グノーブルの先生

後輩へ伝えたいこと

まではすぐに×をつ
けていたのですが、
少し工夫すれば別解
と同じやり方になる
と分かって、粘り強

く数学に取り組めるようになりまし
た。
　セルフチェックシートは「この言
葉で先生に伝わるかな？」と考えな
がら書いていると、すごく時間がか
かります。でも、問題を解くプロセ
スを言語化することで、忘れること
がなくなり、「思いついた解法で書き
始める」という自分の癖を修正でき
るようになりました。

宮里：国語は特に、先生と距離が近
かったような気がします。先生の雑
談は、話が脱線したように見えて、
最後には授業の内容に帰着するの
で、とても楽しく授業を受けられま
した。
須賀：国語の授業では、先生の人生
経験や主観も織り交ぜながら文章を
読むことが多いと思います。他塾で
も国語の授業を受けたことがありま
すが、グノの国語は感情と論理のバ
ランスが一番良かったです。先生の
体験談も交えつつ、クリティカルに
読解していくので、文章の面白みを
味わいながら、論理的に文章を読み
解ける授業でした。
　どれだけ難解な文章でも、漫画な
ど身近な話に紐づけてくださり、笑
いも交えた授業でとても楽しかった
です。先生の音読はミュージカルみ

たいで、時には授業が１つの舞台作
品のように感じることもあります。
先生は、荒波を分かつモーセのよう
に鮮やかに、文章の中の点と点を論
理的につなぎ、解答を導いて見せて
くれました。舞を舞うように軽やか
に、かつ論理的に国語の面白さを伝
えてくださる先生に出会えて、本当
に良かったと思います。
大越：高２の夏から古文を取りまし
た。私は文転したのでもともと古文
を全然やっていなくて、特に文法が
苦手だったのですが、板書では品詞
ごとにチョークの色を変えて説明し
てくださったので、とても分かりや
すかったです。
　「『お帰り問題』では、古文を全訳
しなければいけない」と最初に聞い
た時は衝撃的でしたが、それで力が
つきました。高３の東大国公立国語
ではずっと過去問に取り組むことが
できたので、気づいたら実力が伸び
ていました。国語は二人の先生に担
当してもらい、論理で詰める感じで
すごく分かりやすく教えてくれる先
生と、いつも優しく励ましてくれる
先生で、それぞれに個性がありまし
た。その先生の授業を受けるためだ
けに新宿まで通うくらい大好きでし
た。

有賀：自分のメンタルがつらい時は、
友達に相談することが一番多かった
です。直前期など、直接会えない時
は、電話などで乗り越えました。一
番つらかったのは、私立の入試で力
を出せなかったと感じて、今まで自
分がやってきたことが報われないの
ではないかと不安になった時です。
この時に役に立ったのがグノの授業
で読んだ文章の「自分の不安なこと
を実際に書き出してみるといい」と
いう一節です。これを実践してみた
ことでかなり立ち直れました。
　英語に限らず、やはり復習が大事

です。僕は、先に受けた私立の問題
も復習に使いました。それをやって
いたおかげで、東京科学大には自信
を持って臨めました。
上田：受験生はみんな、成績が悪い
時に自信をなくすと思います。そこ
で諦めないのが本当に大事です。自
分が何とか最後に合格できたのは、
学力よりも、諦めない気持ちがあっ
たからだと思っています。
　高校３年生になれば、合格に対す
る危機感も募ると思いますが、下の
学年だとまだモチベーションがない
人も多いと思います。そういう時
は、「英語を勉強して損になることは
１つもない」と考えて、ちょっとで
もいいから勉強に向き合っていくこ
とが大事だとお伝えしたいです。
大越：受験は長期戦なので、ある時
に頑張りすぎたら、次に疲れてしま
うこともあります。ずっと全力でや
るのは無理だと思うので、「今日は疲
れたな」と思う時は、割り切って休
憩したり気分転換したりすることが
大切です。
　私はグノに来て、先生方に会った
り授業を受けたりすると、自然とや
る気が湧いてきました。長期休暇の
時は、タームごとに３科目取り、
同じ科目が重ならないようにスケ
ジュールを組んで、常にグノに行っ
ている状態をつくりました。自信が
なくなって先生方に相談した時、絶
対にマイナスなことを言われること
はありません。ひどい成績でも「大
丈夫だ」と背中を押してくださった
のが本当にありがたかったです。先
生がかけてくださるポジティブな言
葉を胸に、頑張っていました。
須賀：私はクリスマスの時期に「やっ
ぱり東大は無理です」と、先生に相
談しながらボロ泣きしたこともあり
ます。
　この状況を切り抜ける上で助けに
なったことが、３つあります。１つ
目は、中学受験の時を思い出したこ
とです。私は当時、直前でどうでも

グノーブルの国語

スランプを乗り越える方法
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市毛：学校では天文気象部に入ってい
て、高１の時に気象予報士の資格も取
りました。気象の研究をするなら国立
大学がいいと聞き、東大に行くことに
しました。
　気象大学校という、気象庁の職員に
なれる学校も併願していたくらいで、
将来は気象庁の職員など、気象に関す
る仕事を目指したいです。ただ、「具
体的すぎて道が狭いよ」と親にはよく
言われています。
木村：私はまだ、学びたい分野が明確
に定まっていません。東大だと、入学
から２年間は前期教養学部として幅広
くいろいろな授業を取りながら、やり
たいことを見つけられます。それがす
ごく魅力的だと思って東京大学を目指
しました。
濱田：私も木村さんと同じで、将来の
ことはまだはっきりとは決まっていま
せん。弁護士をしているおじとおばの

姿を見て漠然と「法律関係の仕事に就
けたらいいな」と思っていました。二
人が東京大学で学んでいたというの
も、東大に進んだ理由の１つです。

濱田：私は高２から、他の予備校に
通っていました。ただ、授業が自分の
ためになっていると思えなくて、短期
間でやめてしまいました。そこで新し
い塾を探している時に、木村さんが
「すごく熱心でいい塾だよ」と紹介し
てくれてグノに興味を持ち、高２の冬
期講習から通うようになりました。
木村：私も高１の時は他塾で数学を受
講していました。でも、お世話になっ
た先生が異動になったので、新しい塾
探しの旅に出ました。この時、姉の代
でグノを強くお勧めしてくれた方がい
たのを思い出して、親が「体験授業に
行ってみたら？」と勧めてくれました。
　それで、高２の６月に数学の授業を
受けてみて「グノの授業は革命的だ！」
と思いました。「数と式」の授業でし
たが、学校では習わなかったフレーム
ワークを提示してくださって、「数学
はこうやって解けばいいんだ」と感動
しました。「他の単元もこの先生に教
わりたい。この人についていこう」と
強く思って入塾を決めました。
　最初は、数学だけでした。でも、
やっぱり英語が強みの塾でもあるので
興味はあり、冬期講習を受けてみたら

すごく良かったので、そのまま英語も
継続しました。
市毛：３つ上の従兄弟がグノで英語を
受講していて、「すごく面白い」と勧
められました。それで中３の秋に入塾
テストを受けたのですが、最初は落ち
てしまいました。そのあと冬期講習で
E
エ ッ グ ズ
GGS＊を受講して、次の入塾テスト
で合格できたので、そのまま高１から
英語を受講し始めました。
　中学生の頃、周りの友達が塾の宿題
に苦労しているのを見ていたので、他
塾にはあまり興味を持てませんでし
た。

市毛：授業中の解説が先生とのやりと
りで進むので、「ちゃんと準備してい
こう」という気持ちで通っていまし
た。授業内演習に集中して取り組め
ば、解説から学べることも増えます。
木村：英語の授業内演習はすごく緊張
感があり、毎回「頑張るぞ」と気持ち
を新たに受講していました。
　同じ課題でも、宿題だと家でのんび
りやってしまい、身が入りませんが、
授業だと全員で一斉に同じ問題を解く
ので、周りの進み具合を肌で感じられ
ます。自分が遅れていると「頑張らな
きゃ」と思い、早めに出せると「今日
は調子がいい」という気持ちになりま
した。
濱田：高２の途中まで通っていた他塾

東大で夢を広げたい

グノーブルとの出会い

グノーブルの英語

き、すごくありがた
かったです。だか
ら、部活をやってい
ても全然大丈夫だよ
と伝えたいです。

　また、音読はぜひやってほしいで
す。確実に英語力が上がります。
　それと、合格に必要なのは学力と
精神力なので、そこを大事に頑張っ
てください。
大越：まず諦めないことが大切です。
諦めてしまったら終わりです。「自
分なんか受かるのか？」と思うこと
も多かったのですが、それでも諦め
ずに努力できる環境がグノには整っ
ています。先生の指導に従って、音
読をたくさんやったり、つらいこと
や不安なことはすぐに相談したりし

て、グノと一緒に受験を乗り越えて
ください。
宮里：私が一番グノで感じたのは、
音読が大事だということで、これは
皆さんもそう思っているはずです。
それから、先生の言うことは素直に
聞いたほうがいいと思います。
須賀：私の場合、まさか受かると
思っていなくて、合格通知が届いて
も、３日ぐらいは信じられませんで
した。「人事を尽くして天命を待つ」
といいますが、「人事を尽くせたの
か？」と疑問を抱いてしまうことも
よくありました。ダメな日が途中に
あっても、常に「自分は受かる」と
いう信念を持って、やっぱりグノを
信じて頑張ってほしいと思います。

＊  English Grammar Green Session for newcomers：季節講習（中３冬期～新高３冬期）で行われる、基礎力を固めたい方を対象にした、独自のメソッドによる英文法
基礎講座。

市
いち

毛
げ
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太
た

郎
ろう

さん
東大 理Ⅰ・開成

上田くんは 6年生の夏休み前までサッカーを続けていたため、土曜の授業は休んでいたのですが、
休んだ授業の教材は毎週欠かさず自宅で学習し、上位の成績を保っていました。
高校で学園祭の実行委員になり、ポスターを貼らせてほしいと横浜校にふらっと現れた際に、
「勉強はどうだ」、と声をかけたら、「英語はそろそろちゃんとやらないといけないと思って大学受験グノーブルに通い始めました」、
とさわやかに答えてくれたことを覚えています。
相変わらずマイペースだけど、押さえるところはきっちり押さえられる子なんだな、と感心した記憶があります。
これからも我が道を邁進してください。陰ながら応援しております。

 中学受験グノーブル髙橋先生から上田くんへ

本文中敬称略

木
き

村
むら

陽
はる

香
か

さん（東大 文Ⅰ・日比谷）

濱
はま

田
だ

莉
り

々
り

果
か

さん（東大 文Ⅰ・日比谷）

市
いち

毛
げ

慎
しん

太
た

郎
ろう

さん（東大 理Ⅰ・開成）

（左から）

19期生

PART

44
合
格者インタビュ

ー

19期生

PART

55
合
格者インタビュ

ー



3029

では、先生が授業中
解説をするだけで、
演習は家で各自がや
るものでした。
　グノでは、先生が

一人ひとりの答案をよく読んで、ちゃ
んと添削して返してくださいます。そ
れで、できていないところを詳しく解
説してくださるので、理解が深まりま
した。

濱田：私は最初、語順のまま読むこと
に全然なじめませんでした。でも、授
業では先生が語順のまま解説されるの
で、それを何度も何度も聞いていくう
ちに、段々と英文のまま意味が頭に
入ってくるようになりました。
　これを実感したのは高３の夏です。
そこからは語源から単語の意味を推測
するなど、グノで重視されている学習
法が定着して、以前よりも英語が読め
るようになりました。
木村：単語帳だと、やはり英語と日本
語を１対１対応で覚えることになる
し、分からない単語があった時、読む
のを中断して意味を調べなければいけ
ません。そうやって文章の途中で止
まってしまうと、「この文章のテーマ
は何だっけ？」と最初に戻ることもあ
りました。
　でも、単語を語源で覚えると、分か
らない単語でも「多分こういう意味だ
ろう」と推測して読めるので、文章を
遡ることなくスラスラ読めるようにな
りました。
　中学や高校の授業では「英語を訳す
時に、きれいな日本語に整える」とい
う文化があったのですが、私は「前か
ら読んでもいいのでは？」とずっと
思っていたので、グノの指導をすぐに
受け入れられました。英語を自然に読

む力を伸ばすのには、すごく理に適っ
た指導だと思います。
市毛：単語帳を使わないことへの不安
はあって、知らない単語をメモするの
に単語帳を使っていました。
　でも、グノの授業で語源と一緒に教
わった単語は、単語帳でパラパラ見る
よりも詳しく覚えられます。語源の手
がかりがあると覚えやすいですし、単
語帳に載っていない意味で使われてい
る場合でも対応できるようになりま
す。１つの単語から得られる情報量も
圧倒的に多くて、単語を単体で暗記す
るというより、授業の文章を復習する
ことで同時に覚えていきました。
木村：単語帳は、学校の課題になって
いたので、多少はやりました。でも、
グノの授業のほうが効果的だと思いま
す。１つの語源でいろいろな単語を押
さえられるのがすごく良かったです。
濱田：語源さえ押さえておけば、単語
を見るだけで「恐らくこういう意味だ
ろう」と応用して考えられるようにな
り、英文をスラスラ読む力もつきまし
た。
　私はグノの勉強法になかなか慣れな
くて、高２の冬まで、音読もあまりで
きていませんでした。でも、授業を受
けて、英語力が高まっていくのを実感
したので、高３で音読を本格的に始め
ました。音読は、授業で解説されたこ
とが蘇ってくるので、復習にもなりま
す。

　声に出すことで、苦手だったリスニ
ングの力も上がりました。音読で詰
まってしまうところは、リスニング
でも聞き取れなかったり、黙読でも詰
まってしまったりするので、それが明
確化されるのが、音読のメリットだっ
たと思います。
木村：私も高２の時は、音読をおろそ
かにしていました。でも「心を入れ替
えなきゃ」と思い、高３に入ってから
音読をやり始めました。音読は声に出
すことに意識が向かうので、頭の中で
英文を日本語訳することはできませ
ん。だから、日本語を挟まず、英語を
英語のまま理解するという感覚が身に
つきます。
市毛：僕も高２までは音読を全然やっ
ていませんでした。でも、高３になっ
てサミングアップ＊のプリントをクリ
アファイルに入れてお風呂で読むのを
習慣にしたら、段々効果が実感でき
て、「もうちょっとやろう」とモチベー
ションも上がりました。
　音読をすると、英語に慣れて、読む
スピードが上がると思います。
木村：先生はよく「英語を読むことに
必死だと、読解ができなくなってしま
う」とおっしゃっていました。音読を
続けることで、英語を読むことに対す
る抵抗感がなくなり、その分読解を頑
張れるので、点数が伸びると思いま
す。
濱田：音読すると、毎日英語に触れら

グノーブルの英語勉強法と
その効果

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知的に
レベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

れます。最初は、家族に聞かれるのが
恥ずかしかったのですが、先生に「人
に発表するような気持ちで音読しよ
う」と言われてからは、それを実践す
るようにしました。きちんと身を入れ
て音読すると、復習にもなります。

濱田：面白い文章も硬い文章もあり、
内容としてもすごく充実していまし
た。グノの教材は、日本語で読んでも
興味深い教材ばかりで、復習にも身が
入りました。解説を聞くと、「なぜこ
の例が載っているのか？」など、英文
の本質まで理解できます。
木村：教材として扱う小説を読んで、
「自分とはかけ離れているけど、こん
な考え方もあるんだ」と感じることも
ありました。文化の違い、立場の違い
を超えて感じられるのは、国語の読解
にも共通するところがあって、すごく
楽しかったです。
市毛：内容的に難しいものが多くて、
日本語でもよく分からない文章もあり
ました。授業中に理解しきれなかった
ところも、家で音読していると、段々
分かってきて、「先生が言っていたの
はこういうことだったのか」と腑に落
ちることがありました。それが楽し
かったです。

市毛：確実に変化はありました。何よ
り、英語に対して抵抗感がなくなりま
した。以前は英文を見るだけでも「ウ
ゲッ！」という状態だったのが、面白
い内容の英文にたくさん触れて、自分
から「読んでみよう」という気持ちに
なることが増えました。
木村：かなり成績が伸びました。以前
は英文を読む時、途中で何を言ってい

るのか分からなくなり、最後まで読み
終えられないこともありました。
　グノの授業では、段落ごとに書かれ
ている内容や、その段落が文章の中で
どういう役割を果たしているかを確認
しながら、解説してくださいます。そ
うやって読み進めていくと、途中で、
最初に戻ることはなくなるので、文章
の読み方も変わりました。語順のまま
読むこと、分からない単語で止まらな
いことなどを意識することで、英文を
読みやすくなって英語力が伸びまし
た。
濱田：グノに通う前は、英語は暗記教
科だと思っていました。単語を覚え
て、文法を覚えて、それを組み合わせ
て頑張って読んでいくというイメージ
でした。
　グノに通い始めてからは、語源で単
語の意味をつかんだり、語順のまま読
んで理解したり、受験のあとにも応用
できる英語力がつきました。もし、暗
記だけで学んでいたら、数年後には忘
れてしまっていると思います。
木村：グノの英語は「無理やり頑張ら
なきゃ」というプレッシャーが強くな
くて、先生方も生徒の自主性に任せて
くださいます。だから、英語学習を苦
い思い出にせず、楽しい記憶として残
すことができました。これからも、勉
強のためというより自分が楽しむため
のツールとして英語を使っていくこと
ができると思います。
市毛：グノには、「入試で点数を取ろ
う」というより、「学問を深めよう」
という雰囲気が全体的にあります。そ
こが僕の好きなところです。

市毛：先生が膨大な量のプリントをつ
くってくださいます。注意すべきとこ
ろにはマークをつけるなど、すごく分
かりやすく、数学の問題を解く上で手

助けになりました。参考書の解説をた
だ読むよりも、サッと頭に入ってくる
教材でした。
　セルフチェックシート＊を使うと、
１つの問題を深く復習できるのがいい
と思います。間違えたところを自分で
整理することで、次の問題を解く時の
手がかりにもなります。
木村：高３のテスト演習に入るまで、
先生は板書を使って「どう考えるか？」
という思考回路の部分を詳しく言語化
してくださいます。独特な言い回しが
多いのですが、分かりやすくて良かっ
たです。
　テスト演習に入ってからは、「感想
戦（セルフチェックシート）」という
プリントが課されます。そこで、「ど
うしてできなかったのか？」の原因分
析と、「今後こうしなければいけない」
という対策を、自分で考えてまとめて
提出し、先生がそこにコメントをつけ
てくださいます。あまり向き合いたく
ない自分の愚かさを全部書き出して先
生に見せなければいけないので、少し
「嫌だな」と思うこともありました。
でも、自分の弱点が整理されるし、復
習という意味ではすごくいい学習方法
だったと思います。
濱田：木村さんの影響で数学を受講し
ました。まず、問題に「タグ付け」を
して「この問題で聞かれていることは
何か？」を自分で把握します。次に、
それに対する「対処タグ」を使い、解
法を絞り込んでいきます。そうやって
考えることで、初見の問題でも解ける

「知」が凝縮された英語教材

「グノーブルの英語」で
変化したこと

グノーブルの数学

＊  セルフチェックシート：高2文系数学、高3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかったか」
などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。
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応用力がついたと思
います。
　以前は、図形など
ひらめきが重要な
問題が全然できなく

て、「これは数学に強い人じゃないと
解けない」と思って捨てていました。
でもタグ付けをして考えると、図形ご
とに考えられる選択肢を見つけて、解
法を絞っていくことができ、問題に取
り組みやすくなりました。
木村：タグがあると初手の動きを間違
えることが少なくなります。それまで
は、与えられた式をとりあえず変形し
て、手計算して、「頑張ったから、こ
れでいいか」みたいになっていまし
た。でも、タグで分類して対処タグで
動くと、初手を外さないから、方針を
述べるだけでも部分点がつきやすくな
ります。
　また、実数処理は、全部が網羅でき
ていることが大事だということをすご
く強調されていました。そういう受験
の数学戦略も教えていただき、しかも
それがいつも論理的だったので、「す
ごい」と思っていました。
市毛：方針を設定する最初の時点で間
違えないように、「こういう問題を見
たらこうだよね」と反応する感覚を鍛
えてもらいました。

市毛：「現代文の文章を理解するに
は、例を挙げて考えるのがいい」とい
う話をされていました。実際に先生
が、具体例として挙げてくれる話が面
白いので、引き込まれて、すごく楽し

く授業を受けられました。現代文も好
きになれたし、読解にも役立ちまし
た。
木村：現代文の解説では、その文章の
テーマを抽出しながら、「他の文章で
もこういうのはよくあるよね」という
「現代文あるあるテーマエッセンス」
を教わりました。おかげで、難解な文
章でも、何となく読み取ったテーマを
手がかりに、話の流れをつかめるよう
になりました。
　それから、授業中に歌を流してくだ
さった回もありました。「時には肩の
力を抜くことも大事だよね」という文
章の具体例として、東大の偉い教授が
急に歌い出したという歌を、実際に紹
介してくれたんです。「本当に自由を
体現している授業だな」と思ったら、
本当に肩の力も抜けました（笑）。
濱田：少人数のクラスで、一人ひとり
の添削をちゃんと見てくださった印象
があります。宿題を提出すると、問題
演習中に添削してくれて、解説が終
わったあとに自分でもう一度書き直す
時間が設けられ、再度添削をしてくだ
さいます。自分で復習するだけだと、
答えを見て書いて満足してしまいます
が、２回の添削で、自分のどこができ
なかったのかが明確になります。授業
が答案をつくる力を鍛えるのに直結し
ていたと思います。

市毛：東大の理科はものすごく制限時
間が短いので、速く解くことにフォー
カスしがちです。でも、グノの物理は
演習時間が長くて、実際の試験時間の
倍くらいあります。だから、普段は
「この時間で解けないならいいや」と
諦めてしまう問題も深く考えることが
できて、物理の実力向上につながりま
した。演習をしたあと、そのテーマに
ついて先生が生徒を当てて質問をする
のですが、物理の本質に関する問題が
多くて、その時間が僕は好きでした。

市毛：直前期に、過去問で全然点を取
れなくて焦ったことがあります。その
直後に、国語の直前講習を受けたら、
すごく元気になりました。授業で、先
生方から活力をいただいている感じが
して不安を乗り越えられました。
木村：私は 11 月の秋模試のあと、数
学が心配でした。これまで数学を頑
張ってきたのに、全然できないことが
すごくショックで、「もう無理かも」
と思いました。授業でも、やったこと
ができていなかったりすると、容赦な
く指摘を受けます。逆に、うまく解け
ると、「これはいいですね」と言われ
て、その時はすごく嬉しくなります。
感想戦の時に「できました」と書くと、
「おめでとう」と、すごく可愛い顔文
字がついていたこともあります。褒め
られたい気持ちがあったから、「もう
少し頑張るか」と思うこともできまし
た。
濱田：直前期に学校もなくなって、今
まで一緒に勉強していた同級生とも会
えず、家の中にいることでモチベー
ションが下がって、すごく不安になり
ました。グノの授業は短期集中ではな
く、直前まで普段と同じように毎週続
きます。国・数・英全部の授業で、直
前期でも容赦ない点数が返ってきて焦
りますが、だからこそ「頑張らなきゃ
いけない」というやる気が出て、家で
も頑張れました。英語は演習のたび
に、何点が何人という得点分布が黒板
に書かれるので、「自分の上にはたく
さんいる」と思って、やる気を出しま
した。落ち込んだ時は、国語の先生に
相談していました。

濱田：どの先生もまず授業がすごいで
す。熱意があって、生徒一人ひとりを
ちゃんと見てくださっています。だか
らこそ、「自分もちゃんとやらなけれ
ばいけない」「言われたことは次から

グノーブルの国語
グノーブルの物理

スランプを乗り越える方法

グノーブルの先生

はできるようにしたい」と頑張る気持
ちになれます。
木村：雰囲気が自由で柔らかい先生も
多く、授業がすごく楽しかったです。
先生方は私のやる気を引き出すのがう
まくて、どの教科の先生もいい答案を
出すと「Good!」「Very Good!」と、
褒めてくださいました。それが嬉しく
て、「褒められるために頑張ろう」と
思いました。
市毛：緊張感がある中で演習に取り組
むことで、成長できました。添削で
は、先生に一人ひとりちゃんと見ても
らえます。添削のコメントでは、「粘
り強く」と 10 回くらい書かれました
が、それを見て「粘り強く頑張ろう」
と思えました。
　他塾の人たちと数学の問題などにつ
いて話しても、遜色のないレベルで学
べていたことを実感しました。

市毛：僕は、お風呂の中や、まだ家族
が起きていない朝の時間に音読してい
ました。そうすると、恥ずかしくない
ですし、生活習慣的にもメリットがあ
るので、ぜひお勧めしたいです。グノ
は英語が有名な塾ですが、英語以外の
科目もぜひ取ってほしいと思います。
木村：グノは授業もテキストも質が高
くて、１個１個を頑張ればすごく力が
つきます。言われた通りにやることを
やって、授業を受けて、そのまま頑張
れば、何とかなります。だから、グノ
を信じてついていきましょう。
濱田：グノは一人ひとりを見てくださ
います。生徒の状況を踏まえた解説が

あるので、苦手な部分もちゃんとカ
バーできます。予習よりも復習が大事
で、英語はしっかり音読しましょう。
数学や国語も、授業でやった問題をそ
のままにせず、解説をよく思い出して
復習してほしいと思います。

後輩へ伝えたいこと
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小川：僕が医者を目指すようになっ
たのは、中学２年生の時に、同級
生の友達が急病で亡くなったことが
きっかけです。
　医学部のある大学は全国に数多く
ありますが、その中でもトップレベ
ルの国試合格率を誇る順天堂大学を
志望しました。順天堂大学の学是は
「仁」で、誰にでも慈しみの心を持つ
ことを大事にしています。医学を学
ぶだけでなく、一人の人間としても
大きく成長できると思っています。
辰己：東大を目指した一番の理由は、
高校で学んだすべての教科に興味が
あったからです。理数系は特に、同
じ学問でも高校と大学では内容の違
いが顕著なので、教養学部前期課程
の２年間で、幅広く学んでから進路
を決めたいと思っています。
広瀬：私の高校は慶應に進学する人
がとても多いため、自分も慶應に憧
れを抱いていました。慶應の文学部
では、１年生の時に言語の授業を中
心に幅広い分野を学び、２年生で専
攻を決めます。
　まだ明確な目標はありませんが、
「何か国際的な仕事をしたい」と思っ
ている私にピッタリの学部だと思い
ました。
藤原：高２で志望校について本格的
に考えた時に、「まだ可能性を絞り
たくないな」という思いがあったの
で、進路選択まで２年間の猶予が与
えられる東大を目指すことにしまし
た。理系の中だと工学部に一番興味

があったので、理科一類を志望しま
した。
　今のところは情報系・AI 関係の職
に就ければいいなと思っています。
AI はちゃんと制御すれば大きな力
になるけれど、ぞんざいに扱ってい
たら逆に人間が支配されてしまう危
険性もあるので、AI を適切に管理し
て、自分で使いこなせるようになり
たいです。

藤原：高校１年生で大学受験を意識
し始めた頃、一番仲の良かった友
達がグノに通っていて、一緒に春期
講習の英語と数学に参加してみまし
た。講習の雰囲気も良く「楽しく学
力を伸ばせそうだな」と思って、他
の塾と比べることなくグノに入りま
した。他の塾に通う人たちは、すご
い量の宿題をやっていて、僕には合
わないと思いました。グノはそこま
で宿題が多いわけではないですが、
ちゃんと学力がつきます。
広瀬：中学受験の時、小学４年から
グノに通っていました。勉強は苦手
だけど「細かく理解したい」と思う
私には、質問したいことがたくさん
あり、先生方は、いつもそれに快く
答えてくださっていました。少人数
で面倒見が良く、「勉強を頑張りた
い」と思わせてくれたグノは、大好
きで思い入れのある塾です。
　中学進学後は塾に通っていません
でしたが、「大学受験でもグノで頑張
りたい」と高校２年生の最初に英語

でグノに入りました。大学受験でも
中学受験の時と同じように先生方と
の距離が近くて、すごく嬉しかった
です。
辰己：苦手な英語を強化できる塾を
探していて、高２の 10 月に最寄り駅
のたまプラーザ校で体験授業を受け
ました。
　大学受験グノーブルのことは、周
りの友人が通っていたので前から
知っていました。でも、自分は英語
が苦手だという引け目もあって、な
かなか一歩を踏み出せないでいまし
た。授業を受けてみたら、想像以上
に内容が深くて、「ここでなら英語を
ちゃんと伸ばせそうだ」と確信でき
ました。というより、「ここしかな
い！」くらいの気持ちでした。「授業
の質がいい」と思ったのが入塾の決
め手です。
小川：僕もたまプラーザ校で、中学
２年生から数学を、高校２年生から
英語を取りました。
　グノは集団塾なので、周りからの
刺激も受けられる一方で、先生と生

進学先に夢を託して

グノーブルとの出会い

徒の距離が近く、勉強の質問や悩み
の相談もしやすいです。そういう雰
囲気の良さを中学受験グノーブルで
知っていたので、大学受験もグノー
ブルを選びました。
　僕は勉強が苦手で、グノでもよく
クラスを上下していましたが、ど
のクラスでも先生と生徒の距離が近
く、一人ひとりに行き届いた指導を
してくださいました。

小川：演習は、自分の弱点を明確に
する意識で取り組んでいました。自
分では分かっているつもりになって
しまっているところも、先生に添削
してもらうことで発見できるのが良
かったと思います。
　英語は、まず長文を読み、授業の
中で解説を聞いて、次の週はまた新
しい文章をやるというふうに１回完
結の授業なので、復習もしやすいで
す。音読を続けられたのも、そのサ
イクルのおかげだと思います。
辰己：僕が毎回、授業を受ける時に
強く感じていたのは、授業内容その
ものへの純粋な好奇心でした。
　例えばグノの英語では、英文を題
材に、背景にある文化や思想、時事
的なテーマにまで踏み込んだ解説が
展開されるため、自然と内容への関
心が高まっていく、という感じで

す。「英語学習」を目的化せず、「言
語を通じた世界理解」という意義を
もって進められていた点は、他には
ないグノ独自の学習法といえるので
はないでしょうか。
広瀬：演習だけでは理解できないこ
とも多かったので、解説の時にはす
べてを吸収できるように頑張ってい
ました。常に「先生に当てられるか
もしれない」という緊張感を持ちな
がら、脳を働かせられました。
藤原：僕は「１点でも高い点を取っ
てやろう」と思って授業中の添削問
題に取り組んでいました。授業では
毎回、先生が一方的に話すのを聞く
のではなく、生徒とのやりとりで進
みます。僕は、当てられなくても、
対話するような意識で臨んでいまし
た。実際に、分からないことがあれ
ばすぐに聞ける距離の近さも良かっ
たです。
広瀬：先生方は顔も名前も全部覚え
てくださったので、質問もしやす
かったです。
辰己：僕はシャイなので対面での質
問はできませんでしたが、メールで
の質問は本当にしやすかったです。
小川：僕は理科で他の予備校に通っ
ていました。そこでは、授業が終
わったら先生がすぐに職員室に帰っ
てしまいます。グノは最後まで先生
が教室に残っているので、話しかけ
やすかったです。

藤原：語順のまま理解するとか、音
読とか、最初は「本当に効果がある
のかな？」と思っていました。でも
「一応やっておくか」という感じで続
けていくと、受験直前の２月上旬に
なって本当に効果が出始めました。
　読むスピードも理解するスピード
も明らかに速くなり、筆者の言いた

いことも分かるようになってきまし
た。最初は一文ずつ「この関係代名
詞がこれを指していて」などと考え
ながら読んでいましたが、音読を続
けたことで、気づいた時には自然と
前から英文を読めていました。
広瀬：GSL＊は、勉強で煮詰まった状
態からのリフレッシュにも役立ちま
した。今のところ私は「大学２年生
から英米文学専攻に進みたい」と考
えていて、それはグノの授業を通し
て「英語は楽しい」と感じられたか
らです。
辰己：特に印象的だったのは、「語順
通りに理解する」ことを重視した学
習法です。返り読みをせずに音読を
繰り返すことで、構造の把握と意味
の理解が同時に進みました。
　この方法は、英文を速く、かつ正
確に読む力を着実に育てる上で非常
に効果的でした。英語を「覚える」
のではなく、言語として「なじませ
る」という意識が培われました。
　グノのやり方は、読むスピード
アップや、内容の理解にも役立ちま
す。おかげで、東京大学の問題も時
間内に確実に解き終わるようになり
ました。
小川：語順のままの音読や GSL は速
読力を養ってくれました。共通テス
トや順天堂大学の英語は、たくさん
の英語を短い時間で読まなければい

グノーブルの英語

英語を体になじませる

＊  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英語
が得意なグノーブル生の土台を築いています。
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けません。そこでも
グノで学んだことが
すごく役に立ちまし
た。

小川：受験の英語はどうしても暗記
しようとしてしまいがちですが、辰
己君が言っていたように、グノでは
体になじませるように英語を学びま
す。まだ英語を喋る機会はなくて実
感できていませんが、海外に行った
ら、グノで学んだ英語力を発揮でき
ると思います。
辰己：グノで学んでいるのは、単な
る受験英語にとどまりません。海外
の常識や、その根底にある考え方も
教えてくれるので、海外の文化を理
解するのに役立ちます。
広瀬：大学では英語の文章を読むこ
とが多いと思います。グノの教材は
海外の新聞や雑誌に掲載された文章
を多く使っているので、そういうも
のを読む練習にもなると思います。
藤原：僕はもともと文章を読むこと
が好きではありませんでした。で
も、グノの英語の授業を通じて、英
語が読める楽しさを知り、そこから
文章を読むことも「楽しい」と思え
るようになりました。今後は、大学
の論文も興味を持ちながら読めると
思います。

藤原：サミングアップ＊は、当初提出
するまで１週間かけて何回も何回も
じっくり考えましたが、授業を重ね
ていくごとに、「ここが大事なポイン
トだな」というのが短い時間で分か
るようになりました。
　僕は高１からグノに入りました
が、最初はあまり真面目に音読を
やっていませんでした。でも、高２
の途中から、「絶対に１日 10 分はや
ろう」と決めて取り組んでいくと、
模試などの成績も段々上がりまし
た。リスニングもできるようになる
し、リーディングも速くなります。
共通テストも最初は時間内に間に合
わなかったのが、最終的には 15 分ぐ
らい余るようになって、成長を実感
しました。音読することで英語の音
に慣れ親しんだのが大きいと思いま
す。
広瀬：音読は長文の内容や文法を理
解したあと、勉強の合間に少しずつ
取り組みました。音読では生きた英
語に触れられるので、英文を前から
読んですんなり理解する力を養えま
す。今後英語を実際に使う時にも、
音読で得た感覚が役立つと思います。
辰己：サミングアップでは、文章構
造を正確に把握し、「メインの主張」
と「サポート情報」とを区別する力
が養われます。これは、段落ごとに
要点を効率良く抽出するために不可
欠な力で、長文問題への対応力の向
上に直結しました。
　一方、音読の継続は、英語の語順
感覚を体に染み込ませる上で極めて
有効でした。黙読ではどうしても返
り読みの癖から抜け出せないのです
が、音読を続けていくうちに語順で理
解するリズムが身についてきて、読む
こと自体がスムーズになりました。

小川：サミングアップでは、英語力
だけでなく国語力もつきました。そ
れまで英文に限らず現代文も、何も
考えずにとりあえず前から読んでい
ました。でも、要約を意識し始めて
から「この文章で筆者が伝えたいこ
とは何だろう？」ということを考え
ながら読むようになりました。物事
の核心を捉える力を身につけられた
と思っています。
　先生がよくおっしゃっていたよう
に、音読する時は、筆者になり切っ
て読むことで、内容が頭に入ってき
ます。だから、スムーズに筆者と対
話できるようになるためにも音読は
有効だと思います。

小川：僕は毎週「次の授業はどうい
う文章が出るだろう？」と楽しみに
していました。興味を持てる教材だ
からこそ、復習も楽しく、背景にあ
る文化まで考えるようになりました。
辰己：教材の内容はとにかく面白い
です。メッセージ性があったり、
最新の話題を取り入れたりして、勉
強に取り組む上で本当に助かりまし
た。それから、プリントが授業ごと
に完結していたので、復習もしやす
かったです。
広瀬：科学や異文化など、内容も様々
で、文章を読む意義を感じられて楽
しかったです。海外の新聞や雑誌が
出典であることも多くてハイレベル
なので、大学入試にも対応できるよ
うになります。おろそかになりがち
な英作文も毎週添削していただけ
て、長文読解や文法など、英語をマ
スターするのに必要な教材がそろっ
ていました。
藤原：グノの教材は入試の過去問と
いう枠組みにとらわれない内容だっ
たのが、すごく良かったと思いま

グノの英語をフルに活かす

グノーブルの英語勉強法と
その効果

「知」が凝縮された英語教材

＊  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知的に
レベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

す。人種や性別に関する問題など、
入試でもよく見るテーマから、精神
に関する難しい内容まで幅広く、楽
しく読めました。

藤原：読むスピードは圧倒的に速く
なりました。一文ずつ理解するだけ
でなく、文の組み立てに関する筆者
の意図も踏まえて「この主張をする
ために、この一文が挟まっているん
だな」というふうに理解できるよう
になりました。サミングアップを何
回も復習した効果だと思います。
広瀬：私の学校は帰国生が多いので
すが、私はレベル別の英語の授業
で一番上のクラスになって、ハイレ
ベルな授業を受けていました。それ
も、グノに通って英語力が上がって
いったおかげです。
辰己：グノに入ったあとで、読むス
ピードが２倍ぐらい速くなった気が
します。語順のまま頭に入ってくる
ので、余計なエネルギーを使わずに
読み進められるし、試験本番でも落
ち着いて、考えることに集中できる
ようになりました。
　英語が苦手だった僕にとって、グ
ノでの学びは、「英語アレルギーの克
服」どころではありません。言語と
の関係そのものが変わる体験でした。
小川：僕はもともと英語がすごく苦
手だったわけではありませんが、自

信を持って戦える教科ではありませ
んでした。グノに入って、何回も音
読したり復習したりすることによっ
て自信がつきました。成績ももちろ
ん伸びましたが、受験において自信
はすごく大事です。
　順天堂大学は英語が難しいことで
有名なので、グノに通っていなかっ
たら、胸を張って入試会場に行けな
かったと思います。

小川：「テーマタグ」についてはよく
聞くと思います。グノの先生は、問
題をテーマごとに分けてタグ付けす
るやり方を指導してくださって、そ
れが、数学がすごく苦手な僕には役
立ちました。
　以前は、「数学が得意な人はどう
やって問題を解いているんだろう？」
というのが全然分かりませんでし
た。「テーマタグ」と、フローチャー
トで可視化して説明してもらえたこ
とで、数学が得意な人の考え方が分
かりました。
藤原：数学はかなり得意なほうだと
思いますが、自分が解けた問題に
も、もっといい解法があることを学
びました。自分が直感で選んだ解法
ではなく、より良い解法に至るまで
の頭の使い方を、フローチャートで
整理してくれるのがすごく良かった
です。
　僕は間違いを分析するのが楽しく
て、セルフチェックシート＊を長々と
書いてしまうこともありました。そ
れを、東大入試の数学の前の昼休み
に見直して、「どういうところで間違
いやすいのか？」を確認しました。
直前に気をつけるところを意識する
のにセルフチェックシートはとても
有効でした。
小川：僕は見直すというより書くこ

とに重点を置い
てセルフチェッ
クシートを使っ
ていました。数学が苦手なので、目
の前の問題に一生懸命なあまり、自
分がどういう考え方をしていたか分
からなくなってしまう時があります。
　でも、セルフチェックシートのお
かげで、一歩引いた視点から客観的
に、自分が解いた問題や、その問題
を作った人の意図を考えられたこと
が、自分にはすごく役に立ちました。

広瀬：高校３年生の時の私大国語の
授業では、現代文と古文と漢文のす
べてを履修できるので、その３つを
良いバランスで学べます。
　授業はすごく和気藹々としてい
て、毎週の授業が楽しみでした。古
文の背景知識についての解説が特に
楽しかったです。先生は普通の参考
書では習えないような情報も生き生
きと教えてくださり、すごく興味深
い授業でした。

「グノーブルの英語」で
変化したこと

グノーブルの数学

グノーブルの国語

＊  セルフチェックシート：高2文系数学、高3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかったか」
などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

藤
ふじ

原
わら

圭
けい

佑
すけ

さん
東大 理Ⅰ・麻布
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小川：グノの先生は授業の前後もずっ
と教室にいてくれます。自分の悩み
を誰に話せばいいのか分からない
時、帰りの支度をしながら先生と話
をしました。すぐそばに先生がいる
という安心感は大きかったです。「グ
ノの先生は名前を覚えてくれるのが
早い」と言われますが、先生は名前
だけでなく、生徒の志望校や、成績
までちゃんと覚えてくれていて、す
ごく相談しやすかったです。
辰己：自信をなくしかけた時は、友
達と話して元気になっていました。
モチベーションをなくしかけている
と思う時は、グノで扱った、好きな
題材の英語の長文を読んで、気分を
リフレッシュさせました。
　グノは授業がテンポ良く進んでい
くので、それに必死でついていこう
とするうちに、模試の結果で落ち込
んでいたことも忘れて、勉強に戻れ
ました。グノの先生は本当にエネル
ギッシュで、僕はいつも元気をも
らっていました。
広瀬：添削課題で悪い点数を取った
時も、先生の温かいメッセージにい
つも励まされ、「頑張りたい」と思え
ました。「模試の結果で落ち込んでは
ダメ」とよくいわれますが、どうし
ても落ち込むことはあります。そう
いう時は、「やるしかない」と自分を
奮い立たせていました。

藤原：数学は楽しく勉強を続けられ
ましたが、英語はもともと好きでは
なかったのもあって、授業内演習で
得点が振るわないと、モチベーショ
ンが低くなりました。そういう時
も、答案に書かれた先生のコメント
を見ると、気持ちが和んで、その後
の授業を楽しく聞くことができまし
た。
　グノの先生は、授業がとても面白
くて、話しやすい雰囲気がありまし
た。例えば数学は雑談するような感
じで対話のようになっている感じが
僕は好きでした。

藤原：学校に行けば、友達が他の塾
ですごい量の課題をやっている話を
聞くかもしれません。でも、グノの
授業をちゃんと理解して、決められ
た復習をちゃんとやっていけば、基
本的にどこでも合格できるくらいの
力がつくと思います。自分を信じて
頑張ってほしいです。
広瀬：受験勉強できる時間は限られ
ているので、正しい勉強の方法を探
すことが大事だと思います。それか
ら、目指している大学への愛を深め
ることも大事だと思います。温かい
先生と素晴らしい教材を糧に目標に
向かって頑張ってください。
辰己：英語は安定すると武器になる
ので、グノの先生を信じて頑張って
ください。
小川：どんなに悪い成績を取っても、
現役生は最後の最後、最後の３秒、
２秒、１秒まで伸びるので、グノを
信じて頑張ってください。

先生と乗り越えたスランプ

後輩へ伝えたいこと

受験報告日に
いただいた
メッセージ

受験報告日（2025年３月）の記録から
編集者が任意に選んだものです。

「探究心」、当時の広瀬さんへの一番強い印象です。
中学受験グノーブルの通塾日において、広瀬さんが講師に質問をしなかった日はなかったのではないでしょうか。
正解の導き方を理解できても一部で腑に落ちないところがあると、何度でも食らいついてくれました。
諦めない、粘り強く取り組む、一歩を踏み出す、言葉にするのは簡単ですが、実行するのはそう簡単なことではありません。
広瀬さんの姿勢には感服するばかりで、私自身の襟を正してくれるものでありました。
合格、進学、おめでとうございます。今後のさらなる飛躍とご活躍を心より願っております。

中学受験グノーブル永井先生から広瀬さんへ

社会は好きだったようで、いつも笑顔で授業を受けていたのを覚えています。
社会は覚えないといけないことが多くて大変だと感じる人も多いのですが、
毎回しっかりと復習して知識を身につけていたと感じました。
知識事項は丁寧に復習することで誰でも身につけることができるのですが、
一方で丁寧に復習し続けることは簡単ではなく、誰にでもできるというわけではありません。
このようなことをしっかりとできていた小川くんの学習姿勢は他の人の手本にもなっていました。
この時に身につけた学習習慣を中学生や高校生になっても維持できていたようで、頼もしく感じています。
これからの活躍を期待しております。

中学受験グノーブル濵田先生から小川くんへ
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堀越：東京大学では、１、２年次に教
養学部で幅広く学べることが魅力的だ
と思いました。
　文一を選んだのは、法律系の仕事を
している両親の影響です。将来的には
法曹関係に進みたいと思っています。
若林：東大の文一を志望した動機は大
きく３点あります。
　１点目は、前期課程の２年間で進路
をじっくり考えられることです。
　２点目は、僕の両親も法曹で「自分
もその方向に進もうかな」と思ってい
たことです。
　また、「しっかり勉強するなら、や
はり最高峰の学校を目指したい」と
思ったのが３点目の理由として大きい
です。
金谷：中学生の頃に祖父が肺炎で亡く
なりました。診療体制の事情もあっ
て、ちょうど呼吸器科の専門医が不在
の中での入院となり、祖父はまもなく
息を引き取りました。呼吸器科で開業
している叔父が葬儀の席で悔しそうに
語っていた姿が、今でも心に残ってい

ます。
　この出来事をきっかけに、医療の地
域格差や人手不足といった課題に目を
向けるようになり、自分が将来医師と
してできることを考えるようになりま
した。
　医学の道に進んでいる従兄弟の影響
もあり、医学部進学を決めました。将
来は臨床医を目指しています。
黒田：新型コロナウイルスの影響で、
今までどおりの日常生活が送れなく
なった時、「自分には何もできなかっ
た」という思いが強くありました。そ
こから「未知の病気を研究して社会の
役に立ちたい」と考えるようになり、
医学部を志望しました。
　もともと家庭の事情もあって、進学
先は都心の国立大学に決めていたので
すが、中でも東京科学大学は研究と臨
床の両方を重視する方針が魅力的でし
た。
大島：僕が最初に医師という仕事を意
識したのは、高校１年生で病気にな
り、全日制から通信制の高校に転校し
た時です。通信制の高校では、僕と同
じように病気になったり、精神的に何
かを抱えたりして、前の学校に通えな
くなってしまった生徒とも多く出会い
ました。そういう状況にある生徒のサ
ポートについて現在の医療にはまだ不
足があると思い、医学部を目指すこと
にしました。
　実は僕の両親も医師なのですが、自
分が病気になるまで医学には本当に全
く興味がなく、大学では経済を学びた
いと思っていました。医療の仕事を意
識するようになってからも、経済学へ

の興味を捨てきれず迷うことはありま
した。そこで、本を読んだり、いろい
ろな人に相談したりする中で「経済学
は独学でやってみたら？」というアド
バイスをもらい、最終的に医学部への
進学を決めました。

大島：僕が英語を強化できる塾を探し
始めたのは、高１の夏休みでした。い
ろいろな塾を自分自身でも探していま
したが、グノのことは、父からの紹介
で初めて知りました。
　決め手になったのは「単語帳を使わ
ずに、本当の実力がつく」というグノ
のメソッドです。中学時代、単語帳を
一度も完遂したことがなかった僕に
とって、それは非常に魅力に感じまし
た。
黒田：中３の時、英語の成績が全然伸
びなくて、姉の勧めで入塾しました。
姉はすごく英語が得意で、大学でも英
語の勉強を続けて資格試験なども受け
ています。私はその姿にすごく憧れて
いました。
　グノに入った時は上位のクラスでは
なかったのがすごく悔しくて、「クラ
スが上がるまでは絶対に続けていこ
う」と思いました。授業では、文の構
造などを理論的に教えてもらえたの
で、楽しく通い続けることができまし
た。
金谷：僕は中学１年の冬にグノに入り
ました。入塾時のクラス分けテストで
は偏差値が 30 台で、本当に壊滅的と
言っていいほど英語ができない状態で

進学先を決めたきっかけ

グノーブルとの出会い

した。グノを勧めてくれたのは、医学
部に通う従兄弟です。冬期講習に行っ
てみたら、授業が楽しかったので、そ
のまま通うことを決めました。
　他の塾に行っていた時期もあります
が、詰め込みと先取りで、どんどんど
んどん先に進んでしまうので熱中でき
ず、英語力が上がったという実感も持
てませんでした。また、周りの生徒も
先生もあまり前向きでなく、自分もス
イッチが入りませんでした。
若林：僕は中学受験で満足いく結果が
得られなかったので、「中１の初めか
らちゃんと塾に通おう」と思い、親と
相談しながらいろいろな塾を調べまし
た。
　東大受験を決心したのは高２の秋
で、それまでは何となく「難関といわ
れる大学を目指したいな」くらいで、
最初から「絶対東大に行くぞ」という
気持ちではありませんでした。だか
ら、初めから特定の大学を志向して６
年間ガッツリやる塾は、自分の性格に
合わないと思っていました。
　また僕は小学校の時、算数が全然で
きなくて、数学偏重なところがある塾
は「合わないかもしれない」と思って
いました。グノは「英語が強い」とい
うイメージが強いですが、実際はかな
りニュートラルで、特定の大学や科目
に偏らないところも魅力的だと思いま

した。スタートダッシュ＊１の数学を
気に入って入塾し、中１の夏から英語
も受け始めました。
堀越：高３の春期講習からグノに入り
ました。私は高１で、体調面から学校
に行けなくなり、全科目が壊滅的な成
績になりました。中３の頃からちょう
どコロナ禍もあって、ほとんど１年間
学校に行けなかった時期です。そこで
「一念発起して頑張ってみようかな」
と思って、東京大学を目指すことにし
ました。学校の勉強だけだと、「英語
を読む量が足りないんじゃないか？」
と不安もありました。
　そこで、母親が友人から「英語が強
い」と聞いてグノを勧めてくれたの
で、春期講習を受けました。入塾した
時は一番基礎のクラスでした。でも、
その後は着実に伸びて、一番上のクラ
スに行けました。

堀越：演習の教材が面白いので、「今
回はどんな英文が出てくるのかな？」
といつも楽しみでした。
　グノの授業では１個１個の単語をす
ごく掘り下げて、先生もすごく生き生
きと説明してくださるので、英文が立
体感を持って感じられます。
　復習する時も、先生の解説が頭の中
で映像として蘇ってくるほど、授業が
濃密で、英語力の伸びにつながりまし
た。
若林：授業の内容が回をまたがず、１
回ずつ完結してくれるのが良かったで
す。授業時間内に終わらなかった時に
「残りは次回ね」「家で見てきてね」と
いうやり方だと、内容を忘れてしまう
のがもったいないです。
　でも、グノは、延長しても最後まで
解説してくれます。

　僕は「金曜日はもう英語しかやらな
い日にしよう」と、１日英語漬けのつ
もりで授業に出席して、問題を解い
て、解説を聞いて、全力を尽くしてい
ました。そして、翌週の授業までに１
回集中的に、前の週に扱った文章を復
習する日を設けていました。
　言い方を変えると、音読やリスニン
グはもちろん毎日やっていましたが、
それ以外に英語の勉強で机に向かって
いるのは週に２回だけでした。
　おかげで他の科目にもしっかり時間
を取ることができました。「効率」と
いう言葉はあまり好きではありません
が、無駄な時間をかけずに集中的に英
語を勉強できて良かったと思っていま
す。
金谷：対面授業は週に１回しか取って
いなかったので、毎回「絶対に他の人
より多くのことを吸収して帰るぞ」と
いうつもりで臨んでいました。
　僕は授業の内容を鮮明に覚えていら
れるわけではなかったので、あまり先
生のほうは見ず、話の内容を自分で咀
嚼してプリントに直接書いていまし
た。授業が終わる頃には、プリントが
文字や図で埋め尽くされていました。
そういう状態で家に帰って、書いてあ
ることを見ながら「そういえば、こう
いう話があったな」と思い出していま
した。それを意識しながら音読をし
て、次の週の準備をしました。サミン
グアップ＊２は、GSL＊３を活用して「そ
れ以外の英文も音読しよう」と決めて
いたので、授業中も「音読をするため
の準備をしよう」という意識で英文を
読んでいました。
　僕は渋谷校で授業を受けていました
が、学校が遠かったので、グノに着く
までに少し時間がかかっていました。
だから、絶対に授業中に眠くならない
ように電車の中で仮眠していました。

グノーブルの英語

＊１  スタートダッシュ講座：新中１対象の講座（２～３月に開講）。
＊２  SUMMING-UP LABORATORY：高 3の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。知的

にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。
＊３  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、英

語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

19期生

PART

77
合
格者インタビュ

ー

大
おお

島
しま

信
しん

太
た

郎
ろう

さん
信州大 医・ID学園

金
かな

谷
や

侑
ゆう

樹
き

さん
横浜市立大 医・栄光学園本文中敬称略

黒
くろ

田
だ

美
み

桜
お

さん（東京科学大 医・田園調布雙葉）

金
かな

谷
や

侑
ゆう

樹
き

さん（横浜市立大 医・栄光学園）

堀
ほり

越
こし

結
ゆ

月
づき

さん（東大 文Ⅰ・豊島岡女子学園）

若
わか

林
ばやし

一
かず

樹
き

さん（東大 文Ⅰ・成城）

大
おお

島
しま

信
しん

太
た

郎
ろう

さん（信州大 医・ID学園）

（左から）



4241

黒田：私は土曜日に
文法と読解の授業
を連続で受けていま
した。すごく気合を
入れて臨んでいまし

た。授業内演習だけでなく、解説も、
すごく集中していないと、置いていか
れてしまう気がしていたからです。だ
から、眠くなることは一切なくきっち
り勉強できたのが良かったです。
　また先生は、単語の語源を説明する
時、声や顔の表情も豊かに、体を使っ
て表現するので興味が持てますし、そ
もそもグノで扱う英文の内容は面白い
ものばかりだったので、眠くなること
は全然ありませんでした。
大島：比較的、授業時間が長くても、
グノの授業は、めちゃめちゃ面白く
て、すぐに時間が過ぎていきました。
50 分でも時間が長く感じる他の授業
とは対照的でした。
　長時間授業と聞いて入塾をためらう
方もいるかもしれませんが、一度授業
を受けてみると、グノの授業がいかに
効果的で面白いかが分かると思いま
す。

大島：僕はグノーブルのメソッドどお
りに、サミングアップの教材だけでな
く、他の教材も全部、毎回 10 回は音
読するようにしていました。そうする

といつの間にか、英語を喋ることが気
持ち良くなるし、学校の先生にも「め
ちゃめちゃ発音がいいね」と言われ
て、音読が大好きになりました。ネイ
ティブの話し方を真似ていると、自分
もその発音に近づいてくるのかなと思
います。
黒田：語源から単語を理解するのが一
番特徴的だと思います。学校ではみん
なすごく分厚い単語帳を覚えていまし
たし、私は医学部志望で「医系の単語
は難しい」とも聞いていたので、最初
は不安がありました。でも、語源から
単語を理解することで、見たことのな
い単語にも対応できたり、１つの単語
に対する理解の幅が広がったりして、
応用が利くようになりました。
　音読は毎日寝る前にしていました。
授業で理解が足りなかった部分は声に
出している途中で詰まったり、分から
なくなったりするので、重点的に復習
するべきところとして意識できます。
授業中はメモを取り、先生の言うこと
を何となく理解するだけで精一杯だっ
たので、自宅での音読を通して、内容
を自分の中に落とし込むようにしてい
ました。
金谷：僕は語順のまま読むのが特徴だ
と思います。中学生からグノでやって
きたおかげで、ずいぶん鍛えられまし
た。高校３年生になると特に、授業で
もその読み方が重視されるようになり
ますが、それ以前から自分は、語順の
まま読むほうが読みやすいと思ってい
ました。今考えると、やはり音読して
いたのが大きいと思います。
　高校３年生からはサミングアップが
ありましたし、高１や高２の時も宿題
用に音声教材が用意されています。中
学生でも Sentences for Workout＊の
短文をずっと読んでいたので、授業中
にその文章が出てくると、出だしを聞
いただけでどの文章か分かるようにな
りました。その頃には、日本語を介さ

ずに英語のまま読めるという感覚が芽
生えてきます。急に読み方が変わった
わけではなく、多くの英文を読む中
で、「語順のままのほうが楽じゃない
かな」と思うようになりました。
若林：もともと単語帳が本当に苦手
で、学校で配られた単語帳は、三日坊
主どころか２日で飽きてしまうタイプ
でした。でも、グノーブルの授業では
語源から解説してくださるので、「単
語の顔つきが分かるようになる」とい
う先生の言葉どおり、知らない単語を
見ても、どういう意味を帯びているの
かが分かるようになりました。
　文脈の中で、辞書に載っている意味
が当てはまらない時も、その単語が何
を示しているか分かるという機会が非
常に増えました。自分の周りの人たち
は分厚い単語帳を使っていましたが、
「僕のほうが単語をいっぱい分かって
いる」と内心思っていました。
　GSL については、朝の通学電車で
聞くことをルーティンにして、聞きな
がら心の中でも発声していました。
「就寝前にも音読を絶対にやろう」と
決めて、声が枯れるまで音読してか
ら寝ていました。GSL と音読を通し
て、本当にノータイムで頭の中に文章
が浮かんでくるようになりました。英
文を読めば、脳内にサラサラとすぐに
内容が入ってきます。東大の英語は分
量が多くて、初めて解いた時は全然解
き切れませんでした。でも、本番では

「グノーブル英語」の独自性

＊  Sentences for Workout：グノーブルの文法解説で扱う、文法のエッセンスを凝縮した例文集。音声教材も完備されており、何度も聞いて音読し、暗唱できるくらいに
親しんでいるうちに、英文法が体に染み込む。

ちょっと時間が余るくらいの速度で読
むことができました。
堀越：文章の中で出てきた単語から、
語源つながりでいろいろな単語を覚え
られるのが良かったです。単語帳も一
応やってみましたが、あまり続きませ
んでした。また、単語帳で覚えた意味
を当てはめるだけでは文章を読む力に
はなりません。でも、音読をして、
「あの文脈の中で出てきた言葉だな」
と思い出せると、日本語にとらわれな
い読み方ができます。語源と文脈の両
面から単語の意味を考えられるように
なりました。
　授業を受けているだけで、単語帳を
何周もするよりずっと多くの単語をカ
バーできるようになります。たまに単
語帳を開いてみても、「グノでやった
単語だな」ということが多くて、そう
でない単語はそもそも文章中でも見か
けません。まれに過去問や演習の中で
出てきても、単語帳に載っている訳で
はしっくりこないこともありました。
単語帳なしでも、過去問に十分対応で
きました。逆に、単語帳をやると、日
本語の意味にとらわれて引っかかって
しまうこともありました。
若林：グノの英語勉強法は、東大の受
験を超えて広がりがあります。実際
に過去問をやってみても、対応力が
ついていることは実感できました。そ
れに、例えば CNNのニュース記事に
は、知らない単語がいっぱい出てきま
すが、そこでまず、自分で意味を推測
してから答え合わせのような感じで調
べると、「大体合っていたな」とか「こ
れはこんな語根で成り立っているんだ
な」とかが分かります。単語帳の丸暗
記をしなくても、自分が触れた英文の
中で知らなかった単語を調べたり、授
業で教わった単語を覚えたり、それを
繰り返していけば、大丈夫でした。
　ただ単に英語の授業を受けていたと
いうよりは、「教養や勉強への心構え
などを英語で教えていただいた」とい
うほうが適切だと思います。
金谷：中３の終わりに、自分が慕って

いた先生から、先輩がつくったという
「単語の相関図」のようなものを見せ
てもらいました。語源が真ん中にあっ
て、そこからいろんな単語が派生して
いく様子が図解されたものです。単語
帳の必要性を考える前に、単語を語源
から考えることを教わったので、グノ
の方針にもあまり違和感はありません
でした。

大島：毎週、教材が配られるので、そ
の週にやる量がきちんと決まってい
て、復習もしやすかったです。教材の
中身も、いわゆる英語の勉強という感
じではなく、教養や人生観などが身に
つくものが多く、興味深かったです。
授業をしてくれる先生の愛も感じられ
ました。
黒田：私は文章を読むことが好きなの
で、最初に教材を全部配られると、気
になって先に読んでしまうと思いま
す。でも毎回配る形式だと、授業が楽
しみな気持ちも募ります。内容が深い
のももちろんですが、先生が時期ごと
に私たちに合うテーマを選んでくれて
いた気がします。
　受験の直前だと、緊張しない方法や
メタコグニションなど、他の科目の問
題を解くのにも役立つことや、入試全
般に役立つことも教えてくださいまし
た。私自身、すごく緊張するので、本
番は教材から得た知識に助けられまし
た。実験や論証についても書かれてい
て、「自分もやってみよう」と思えて
良かったです。
金谷：教材の出典を見てみると、最近
出たばかりの文章やホットなニュース
もあって、新鮮でした。それから、毎
回小分けになっていることで、教材を
持ち運びやすいのはありがたかったで
す。グノの入塾説明会では、スパイラ
ル学習といって、同じことを繰り返し
ながら身につけていく学習法について
も話がありました。新しい文章でも、
何回も同じような文法などが出てくる

ので、そういう
ところで練り直
しができたのは
すごく良かったと思います。
若林：自然科学から哲学まで、本当に
文理を問わない題材があって、毎回
「次はどんな文章が出るんだろう？」
と楽しみでした。
　僕は写真が好きで、ロバート・キャ
パという有名な写真家の文章が出てき
た時は嬉しかったです。他にも、エリ
ザベス・キューブラー＝ロスという精
神科医の「死の受容のプロセス」に関
する文章は、精神医療という自分の知
らない分野の話でしたが、「すごく面
白い」と思いました。
　純粋数学についての話題がサミング
アップにあった時は、本当にひどい点
数で、頭が痛くなりました。こういう
日本語でも読む機会の少ない話題の文
章を通して、いろいろな分野に興味を
持つきっかけを与えてくださったと感
じています。
堀越：授業で扱う英文のテーマは文理
を問わず幅広いのですが、全体を通し
て見るととてもバランスが取れていま
す。特定の分野に偏重することがない
ので、世界が広がります。また、１回
１回新鮮な題材の英文を読むことで、
対応力も身につきます。自分の全然知
らない題材に出くわしても、動揺しな
いで「知識を増やそう」という気持ち
で英文と向き合うことができました。
　先生もおっしゃっていましたが、東
大の英文は前提となる基礎知識も必
要とされます。それがないと、サミ

「知」が凝縮された英語教材
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ングアップでも全然
いい点数を取れませ
んが、グノの英語の
題材の幅広さと、読
む量の多さが知識を

補ってくれていたと思います。

堀越：英語がスッと頭に入ってくるよ
うになりました。語順のまま理解する
ことで、英語を英語のまま読んだり、
聞いたりできるようになり、速読力が
つき、問題を解くペースも上がりまし
た。
　また、音読も毎日続けていたら、
段々モチベーションが上がりました。
授業で先生がおっしゃっていたことを
音読の中で思い出せるのが楽しく、英
語に全然、苦手意識を持たずにすみま
した。
若林：中１で英語を学び始めた頃は、
「文法をしっかりやって、単語を暗記
するもの」というイメージがありまし
た。でも、文法や単語の習得は、入試
を突破するための最初の段階でしかあ
りません。このことがグノの授業でよ
く分かりました。先生も「語彙と文法
は当然で、思考力と背景知識、耳と
口で体を慣らすことが揃っていない
と、英語力は身につかないよ」とおっ
しゃっていました。GSL と音読を通
して耳と口を慣らしていくのは、本当
に自分の英語力の向上につながったと

思います。
　中学生の時はあまり英語ができない
ほうでしたが、最終的には「英語は点
数を取れて当たり前」と思えるまでに
なりました。
　おかげで入試の時も「苦手な数学を
どう補強しようかな？」「社会はどれ
くらい伸ばせるかな？」という発想で
対策を考えられました。英語に時間を
取られすぎず、バランス良く受験勉強
ができるまでに成長できたので、そこ
が一番ありがたかったです。
金谷：“ グノ以前 ” は「英語ができな
かった」という記憶しかありません
が、“ グノ以後 ” は大学受験以外にも
通用する英語力を手に入れられた感覚
があります。
　学校には「大学受験の模試ならでき
るけれど、資格試験は全然できない」
と言っている人もいました。僕は、音
読を通して、口を慣らして、耳を慣ら
して、英語と友達になる感覚で向き
合っていたのが奏功して、英語力が飛
躍的に伸びたと思っています。そうい
う中で、大学で４月の初めに受ける英
語のテスト対策をしたら難なくクリア
できました。
黒田：前と比べて、意識しなくても英
文が読めるようになったと思います。
最初は「どこに主語があって、どこに
動詞がある？」などを理解するのに必
死でした。
　でも、グノでやっていくうちに、文
章に書かれていない背景や、「ここで
こういうふうに言っているのはどうし
てだろう？」という部分にまで考えが
及ぶようになったのを感じます。英語
が得意になったので、「他の科目で取
れれば大丈夫だろう」という気持ちに
もなりました。
大島：グノに入るまでは、英語を学ぶ
モチベーションが「学校の定期テスト
でいい点を取りたい」「大学の入試に
合格したい」でした。

　でもグノに入ってからは、純粋に英
語が好きになりました。教養が身につ
く教材をいろいろ解いていくうちに、
いつの間にか考え方が変わり、受験や
学校のテストに対して気負いがなくな
りました。
　今は英語を、「海外の人とコミュニ
ケーションを取るため」「知識を自分
のものにするため」に使うものだと考
えています。僕の中で英語という科目
に対しての捉え方が完全に変わったと
思います。

堀越：数学の授業では、毎回予習した
内容をセルフチェックシート＊に書き
込み、分からないところやどうやって
解いたかを整理します。先生は、授業
でそれを見つつ解説してくださいま
す。少人数とはいえ集団授業なのに、
自分を含め一人ひとりをちゃんと見て
くださっている感じがして、内容が頭
に入ってきやすかったです。独特の言
葉でポイントを示してくださるのも、
内容を理解する上ですごく助けになり
ました。
　「データファイル」を使って、解き
直し、ポイントを書き込んでいく復習
の仕方も教わりました。そのとおりに
やっていくと、自分のできることがど
んどん積み重なっていきます。解いて
終わりでなく、問題のポイントが理解
できるので、数学の力を総合的に伸ば
すことができたと思います。
若林：僕は数学があまりできなくて、
問題を見てパッと解法が浮かぶほどの
修練が積めていませんでした。だか
ら、授業の最初に配っていただいた、
指針を言葉で説明してあるプリントが
役立ちました。問題ごとにその類型を
判断し、順を追って「この解法はどう
かな？」と検討しながら解いていきま
す。多少時間をかけてでも１個１個の

「グノーブルの英語」で
変化したこと

グノーブルの数学

＊  セルフチェックシート：高2文系数学、高3数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかったか」
などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

方針を漏れなく検討していくやり方
は、僕にとってすごく重要でした。
　模試や入試本番で、初見の問題を見
ると焦りますが、一回落ち着いて「こ
れでダメなら、次はこれにしてみよ
う」と判断する訓練にもなりました。
　僕は答案をダラダラダラダラ書く癖
があります。でも、解答スペースには
限りがあるので、その範囲でまとめ切
る訓練としても、セルフチェックシー
トが役立ちました。セルフチェック
シートは、提出するものなので、要点
をまとめた上で「何をアピールする
か？」を考えなければなりません。「こ
こまでは分かっていますよ」「ここか
らは分からないけれど、こうなんじゃ
ないかと思いました」というのを書く
プロセスは、本番で答案をつくる訓練
になったと思います。
　例えば、途中で分からなくなった問
題も、どこでつまずいたかを書いてお
くと、先生があとで、その内容を踏ま
えた解説をしてくれます。その時に個
人の名前は出さないけれど、「多分僕
のためにここを解説してくださってい
るんだろうな」と思うことはよくあり
ました。
堀越：私もセルフチェックシートに結
構書き込みました。最低限のことだけ
書くこともできたとは思いますが、私
は「すごく分かった」「途中までは分
かった」「全く分からない」という３
段階で書きました。分かった時は、途
中式は省略して、答えと考え方の要点
だけ書きます。途中で止まってしまっ
たり、ちょっと不明瞭なところがあっ
たりしたら、その点をしっかり書いて
おくと、先生がちゃんと答えてくださ

いました。

若林：僕は東大国語を取っていまし
た。英語や数学よりも少人数のクラス
で、他の科目以上に先生と生徒の距離
が近かったです。例えば、古文単語は
イメージが浮かばないと、訳を見ても
どういう場面なのかが分からないこと
があります。そういう時は手を挙げて
質問すると、先生がすぐに答えてくだ
さいました。
　古文や漢文の世界は時代や場所も、
自分が今おかれている状況とはかなり
隔たりがありますが、先生が身振り手
振りを交えて教えてくださったおかげ
で、場面をイメージする力がつきまし
た。
　先生は解答例を示す時も、まず黒板
に下書きをして、そこから「これは余
計だね」「これは言い換えたほうがい
いね」というふうに、推敲の作業を実
演してくださいました。整えられた模
範解答だけを見ても、「こんなきれい
な解答をすぐに書けない」と思うの
で、途中経過を見られたのがすごく良
かったです。生徒が自分の答案を見せ
ながら「こういう表現でも点数がもら
えますか？」という確認をすると、「そ
こは同じ意味だからいいよ」「それだ
とちょっと誤解されちゃうよ」という
やりとりもできました。答案をつくる
力を重視した授業でした。
金谷：授業の最後に解いて提出する
「お帰り問題」は、１週間の間に先生
がしっかり丁寧に添削をしてくれて、
次の週にその解説があります。板書も
きれいで、チョークの色ごとに「この
色は助動詞で敬語」のような使い分け
がされているのが分かりやすかったで
す。
　古文単語は英単語のように覚えるの
は難しかったので、単語帳をつくり
ました。先生も、語源や現代語とも
絡め、絵も描いて、イメージしやすい
覚え方を教えてくれました。それか

ら、先生が教室で加持祈祷を熱演して
くれたことはよく覚えています。自分
は資料を読んで覚えるのが苦手だった
ので、そうやって古典知識を印象づけ
て教えてくれるのはありがたかったで
す。

大島：人生の中で一番モチベーション
が落ちたのは、病気になって転校せざ
るを得なくなった時です。ちょうどそ
の頃にグノに通い始め、英語の授業が
すごく楽しかったので、体がつらい時
でも「ちょっと無理してでも通おうか
な」と思えました。そういう意味で、
グノにはすごく助けられたと思いま
す。グノに入ってからモチベーション
や成績が落ちたことは、あまりありま
せん。
黒田：私はもともと英語に自信があり
ました。でも、去年の夏、推薦の小論
文で英文がズラーッと出る問題を解い
てみて、全然時間が足りないし、単語
が難しくて、置いていかれてしまいま
した。それですごく不安になって、先
生に相談しました。「グノを信じれば
大丈夫」という説得力のあるお返事を
もらって、そのとおりに頑張っていた
ら、時間に余裕を持って読めるように
なりました。夏以降も成績が伸びて、
「信じて良かったな」と思っています。
金谷：僕は高３の夏まで部活をやって
いたのもあって、「この志望校のため
に頑張るぞ」という気持ちはなく、普
段どおりの勉強を続けていました。９
月に部活がなくなってからは勉強一

グノーブルの国語

スランプを乗り越える方法
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色になり、11 月末に
ある別の学校の推薦
試験に向けた勉強を
始めたら、「このまま
じゃヤバイ」という

焦りが出てきました。自然とモチベー
ションや自信がなくなりましたが、大
学生の従兄弟から医学部の話を聞いた
り、開業医の叔父の病院に行ったりし
て、大学生活や将来の姿を想像して、
自分を奮い立たせました。
　それから、僕はディズニーが好きな
ので「受験が終わったら絶対ディズ
ニーに行こう」と決めて、イベントな
どの写真を見たりして気晴らしをしま
した。
若林：勉強のモチベーションが顕著に
落ちたことはありませんが、人間関係
などの些細なことで落ち込んでしまう
タイプだったので、自暴自棄になるこ
とはほぼ毎日でした。
　中１からグノに通っていたのに、
「ここで諦めてしまったら、今までの
自分に申し訳ないじゃないか」と、ど
うにか奮い立たせていました。過去の
自分が支えでした。
　英語や国語の授業では添削をしてい
ただけますが返却してもらう時に、
「若林君、すごくいい文章を書くね」
と言っていただけたりするのが素直に
嬉しかったです。モチベーションも
上がりました。逆に、サミングアップ
では必ずしも良い点が返ってくるわけ
ではなくて、めちゃくちゃ悔しい思い
をしたこともありました。でも、それ
も次に頑張るためのモチベーションに
なっていました。
堀越：英語の読解力はどんどん上がっ
ていきましたが、読むスピードはなか
なか上がりませんでした。東京大学の
英語はすごく分量が多いので、とても
時間内に終わる気がせず、何回も自信
をなくしました。そのたびに先生が
「速度はあとから上がっていくものだ
から、初めは英語を前からどんどん読
めるようになっていくことが重要だ」

と励ましてくださったのは力になりま
した。
　モチベーションが下がるというか、
あまりやる気が起きないこともありま
した。ただ、授業は毎週面白くて、楽
しくなくなることはありませんでし
た。音読も、毎日やると決めて続けて
いけば、力がついてきたことが成績に
も表れていたので、それが励みになり
ました。

堀越：グノーブルの先生方はすごく質
問対応が丁寧でした。私は質問が多く
て、例えば当初英語は、１回の授業で
何十個もの疑問が出てきて、復習して
いる間にもどんどん疑問が増えていき
ました。授業は週に１度ですが、先生
はメールですべての質問に丁寧に対応
してくださいました。「何が分かって
いないのか？」「どこまで分かってい
るのか？」「自分の考えがどこまで正
しいのか？」をその都度聞いても、先
生方はいつも丁寧に答えてくださいま
した。
　最初の数か月は本当にたくさんの質
問をしていましたが、英語力が段々上
がるにつれて、疑問に感じることも減
り、そこで自分の成長を実感すること
もできました。
　数学の先生もすごく丁寧に質問に答
えてくださいます。メールだと少し難
しい部分は口頭で対応してくださいま
した。勉強の進め方を相談した時もす
ごく親身に応じてくださったので、モ
チベーションの維持にもつながりまし
た。
若林：グノは先生と生徒の間の距離感
がすごくちょうど良いです。過度な干
渉は絶対にありません。先生と生徒が
仲のいい塾では、必要以上のなれ合い
が生じがちです。グノにはそれがない
ので、すごく居心地が良かったです。
　授業中も個々の状況に合わせた解説
をしてくださいましたし、質問しても

丁寧に教えてくださったりしたので、
表には出てこないけれど先生の愛やつ
ながりを感じました。
金谷：少人数だからこそ、先生との距
離は近いと思います。中２、中３でお
世話になった先生とは、本当に仲良く
させてもらいました。質問にいけば丁
寧に対応してくれますが、だからと
いってプライベートに踏み込んでくる
ことはなく、適切な距離感でした。授
業も毎週楽しみで、グノの授業をモチ
ベーションにしていました。
　高１、高２に習った先生は、最初に
１回だけ振替授業でお会いした時のこ
とまで覚えてくれていて、「本当にど
の先生も、生徒のことをよく考えてく
れているな」と改めて実感しました。
一度、大きな怪我をして、松葉杖を使
いながら通っていた時も先生が気にか
けてくれました。
　中には、すごい熱量で授業をしてく
れる先生もいて、こちらもすごくやる
気が出ました。他の先生に比べるとか
なりハイスピードで、ついていくのが
大変でしたが、その分、吸収できるこ
とも多かったです。どの先生も「生徒
のためになる授業をしてくれて信頼で
きる」とすごく感じました。
黒田：先生全員が生徒をよく見てい
て、授業に一生懸命という印象があり
ました。振替でいつもと違う先生の授
業を受けることになっても、安心感が
ありました。
　とにかくパワフルな先生の授業で
は、最初は本当に緊張して全然反応で
きませんでした。先生が雑談みたいに
おっしゃっていることでも、実は教材
の内容に関する重要なことだったりし

グノーブルの先生

て、全く無駄がありません。
大島：グノの先生方は、すごく教え方
が上手です。高１の時に若い先生に教
えていただいた時、内心は「経験豊富
な先生に比べると劣るんじゃないか」
と思っていましたが、すごく分かりや
すい授業だったのでびっくりしまし
た。やはりグノの教え方は質が保証さ
れていると思いました。
　一番印象に残っているのは、高３の
時の先生です。グノ英語の真骨頂とい
うか、グノの教育のあり方を体現して
いる先生です。僕は毎回一番前の席で
授業を受けていたので、先生が本気で
「生徒の英語力を伸ばそう」と思って
いるのがすごく伝わってきました。先
生は熱意がすごくて、板書も毎回思い
切り書きます。だから、授業が終わる
頃には、一番前の席に座っていた僕の
黒いカバンがチョークの粉で真っ白に
なっていました。グノは本当にいい先
生ばかりです。

大島：グノーブルの英語のやり方は絶
対に間違っていないので、とにかく先
生方に言われたことをひたすらやって
いればきっと合格できます。
黒田：受験期は不安なことも多いです
が、グノと先生方を信じてやっていけ
ば、最後の最後まで実力は伸びると思
います。授業と復習を頑張ってくださ
い。
金谷：自分はグノの授業と音読で英語
力が伸びたと思っています。グノの授
業は絶対にサボらず、そして、絶対に

毎日音読するのが、英語力をつける一
番の近道なので、それはぜひやってほ
しいです。
　入試本番のメンタルに関してアドバ
イスします。僕は共通テストがあまり
振るわなくて、圧倒的なビハインドを
取っている状態でした。共通テストの
国語、特に現代文が全然できませんで
した。一方で「英・数・物・化は実力
がもう十分にある」と思って、直前期
はやることがないくらいでした。そう
いう自信をつけて、足切りさえ回避で
きれば、誰でも合格できるチャンスは
あります。「ビハインドを取っている
から」などと、くよくよせずに、「絶
対逆転してやるんだ」と思えるくらい
に、英語などの二次試験に使う科目は
鍛えてください。そうすれば自信にも
つながります。
若林：グノの授業はスピードも速いで
すし、教材の難易度も高いですが、そ
の分、質もすごく高いと思います。だ
から、ちょっとついていけなくて心が
折れそうになることがあっても「絶対
についていくぞ」「次はいい点数を取
るぞ」と思って取り組んでいけば、絶
対にいい結果がついてきます。諦めな
いでほしいです。
　それから、僕のように、学校でグノ
が少数派で、全然知り合いがいないと
いう人も多いと思います。でも、毎回
授業を受けていれば、絶対に見放され
ることはないので、孤独かもしれない
けれど、先生を信じて頑張ってくださ
い。先生は僕たちが思っているよりも
生徒のことを見てくださっています。
堀越：たまにガッと集中的に勉強する
ことも大事ですが、毎日コツコツ音読
などを積み重ねていくことが、結局本
番での対応力や実力に一番つながりま
す。焦らず毎日やっていくことが大切
です。
　そのためには、毎回の授業を大切に
してください。理解が不十分なまま復
習をしても身につかないし、不安にな
るだけです。どんどん先生に質問して

疑問をなくすこ
とで、実力がつ
き、段々質問も
少なくなっていくと思います。質問を
無理にひねり出す必要はありません
が、自分なりに「このテキストは完璧
だ」と思えるくらいの復習をコツコツ
続けていくと、絶対に力はつくと思い
ます。

後輩へ伝えたいこと
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Gnoble グループ　各校舎所在地

知の力を活かせる人に
私たちは、生徒の皆さん一人ひとりと誠実に向き合います。

皆さんが、将来にわたって活躍できる土台となる、

有機的知識・思考力・判断力・コミュニケーション能力・心の強さを

身につけていくことを常に念頭に置いた指導をお約束します。

何より、皆さんの意欲や好奇心といった心の中の火を

無味乾燥な受験勉強で消してしまわない

活き活きとした環境を提供していきます。

大学受験 中学受験 個別指導

難関大学・医学部を目指す中1生～大学受験生

０歳児～小学生

難関中学を目指す小学生 難関校を目指す小学生～大学受験生

本物の知的体力がますます求められています。
その知の力を伸ばすのに最も大切な要件は、
前向きになれる、知的刺激にあふれた環境で学
ぶことです。授業形式、教材、そして、教職員の
接し方に至るまで、皆さんが意欲的になれる環
境を整備し、難関大学・学部を目指す皆さんを
しっかりサポートしていきます。

さまざまな楽しい英語体験を通して、聞く、話す、
読む、書くの４つの力を伸ばします。先生２名に
生徒は８名程のクラスで、ネイティブの英語に
触れ、親しむことができます。ご家庭での学習
も配慮した教材で、継続的な学習を無理なく行
うことができます。

最新の入試傾向に対応したカリキュラム、精選さ
れたオリジナルテキストを基に、経験豊かな講師
陣が一人ひとりに向き合った双方向の授業を展開
し、難関中を目指す子どもたちを導いていきます。
学習したい教科や志望校別のクラスが選択で
きるなど、中学受験に関するさまざまなご要望
にお応えしていきます。

生徒一人ひとりに心を配り、その子の持つ可能性
を追求します。学習状況に合わせて、講師１名に生
徒２名、あるいは生徒１名の完全個人指導体制を
提供します。中学受験・大学受験グノーブルと並行
して通うことも可能です。グノーブルオリジナルテ
キスト等も併用しながら、個別に対応します。
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